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昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
や
が

て
十
カ
月
が
経
過
し
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
多
く
の
方

が
不
自
由
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
こ
と
に
改
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

   ﹁
統
合
新
病
院
﹂
へ
の
取
り
組
み

　
平
成
二
十
四
年
は
、
救
急
医
療
な
ど
医
療
提
供
体

制
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
策
定

し
た
基
本
構
想
に
基
づ
く
平
成
二
十
八
年
度
の
統
合

新
病
院
開
院
を
目
指
し
、
用
地
の
調
査
、
基
本
計
画

の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
、
交
通
政
策
な
ど
、

市
民
に
と
っ
て
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

﹁（
仮
称
）
ク
ー
ル
加
賀
３
０
０
万
人
構
想
﹂

へ
の
取
り
組
み
　

　
観
光
施
策
と
し
て
、三
温
泉
の
呼
称
に｢

加
賀
」を
付
け「
加

賀
温
泉
郷
」
と
し
て
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
温
泉
に
加
え
、
昨
年
「
加
賀
橋
立
」
に
次
い
で
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
「
加

賀
東
谷
」、
藩
政
時
代
の
面
影
が
残
る
「
大
聖
寺
」
と
い
っ

た
地
域
の
魅
力
や
「
坂
網
鴨
」
を
は
じ
め
と
し
た
食
材
、｢

九
谷
焼｣

｢

山
中
漆
器｣

の
伝
統
工
芸
な
ど
を
「
加
賀
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
発
信
し
ま
す
。

　
そ
し
て
北
陸
新
幹
線
「
金
沢
暫
定
開
業
」
を
見
す
え
た
首

都
圏
か
ら
の
誘
客
や
、
地
元
日
帰
り
の
誘
客
を
促
進
す
る

「（
仮
称
）
ク
ー
ル
加
賀
３
０
０
万
人
構
想
」
を
戦
略
的
に
展

開
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
や
、

福
祉
施
策
の
充
実
に
も
努
め
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

加
賀
市
長
　
　
寺
前
　
秀
一

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
　
　
　
　
　
　

　
　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　   
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
ま
ち
づ
く
り
」



加
賀
市
医
療
提
供
体
制
基
本
構
想

加
賀
市
の
医
療
の
“
こ
れ
か
ら
”

　

平
成
23
年
11
月
「
加
賀
市
医
療
提

供
体
制
基
本
構
想
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
基
本
構
想
に
は
、
加
賀

市
民
病
院
と
山
中
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
を
統
合
し
、
統
合
新
病
院
を
建

設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
分
散
し
た
医

療
資
源
を
集
約
す
る
こ
と
を
核
と
し

た
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
提
供
体
制
に

つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
基
本
構
想
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

平成 17年

平成 19年 3月

平成 21年 3月

平成 22年 8月

平成 22年 11月

平成 23年 2月〜

平成 23年 6月

平成 23年 7〜 8月

平成 23年 10月

平成 23年 11月

平成 23〜 24年度

平成 24〜 27年度

平成 28年度

合併協定書
新市において地域医療に関する
審議会を設置する。

地域医療審議会答申
 （抜粋）2次医療を担い、医療設
備の充実した新病院を建設する
以外に、根本的な問題解決の方
法はない。

地域医療審議会答申参考意見
 （抜粋）病院が 2つのままでは、
急性期の病院として機能が分散
し、良質で高度な医療はできな
い。マンパワーと資産の集約化
は絶対に必要。

救急医療を考えるシンポジウム
を実施（2回）

救急病院を考える公開討論会を
実施

 「加賀市医療提供体制調査検討
委員会」を設置・開催（9回）

市民アンケート調査を実施

市民意見交換会を実施（6回）
　

 「加賀市医療提供体制基本構想
（原案）」を作成

パブリックコメントを実施

 「加賀市医療提供体制基本構想
（案）」を委員会から市長へ建議

 「加賀市医療提供体制基本構想」
を策定

統合新病院建設用地を取得

「統合新病院建設基本計画」を
策定

統合新病院設計・工事

統合新病院オープン

今後の予定

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
、
交
通
政
策
な
ど
、

市
民
に
と
っ
て
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

﹁（
仮
称
）
ク
ー
ル
加
賀
３
０
０
万
人
構
想
﹂

へ
の
取
り
組
み
　

　
観
光
施
策
と
し
て
、三
温
泉
の
呼
称
に｢

加
賀
」を
付
け「
加

賀
温
泉
郷
」
と
し
て
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
温
泉
に
加
え
、
昨
年
「
加
賀
橋
立
」
に
次
い
で
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
「
加

賀
東
谷
」、
藩
政
時
代
の
面
影
が
残
る
「
大
聖
寺
」
と
い
っ

た
地
域
の
魅
力
や
「
坂
網
鴨
」
を
は
じ
め
と
し
た
食
材
、｢

九
谷
焼｣

｢

山
中
漆
器｣

の
伝
統
工
芸
な
ど
を
「
加
賀
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
発
信
し
ま
す
。

　
そ
し
て
北
陸
新
幹
線
「
金
沢
暫
定
開
業
」
を
見
す
え
た
首

都
圏
か
ら
の
誘
客
や
、
地
元
日
帰
り
の
誘
客
を
促
進
す
る

「（
仮
称
）
ク
ー
ル
加
賀
３
０
０
万
人
構
想
」
を
戦
略
的
に
展

開
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
や
、

福
祉
施
策
の
充
実
に
も
努
め
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

加
賀
市
長
　
　
寺
前
　
秀
一
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こ
れ
ま
で
に
お
伝
え
し
て
き
た
よ
う
に
、

現
在
あ
る
２
つ
の
市
立
病
院
（
加
賀
市
民

病
院
、
山
中
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

救
急
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
そ
の
課
題
と
現
状
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
、
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

課
題
１
　
建
物
の
老
朽
化

◦
加
賀
市
民
病
院

　

�　

平
成
５
～
８
年
に
本
館
と
南
館
を
改

築
。
し
か
し
、
昭
和
57
年
に
整
備
さ
れ

た
建
物
（
診
療
棟
）
も
あ
り
、
近
年
中

に
大
規
模
改
修
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

解
決
の
方
向
性
　

　 

加
賀
市
民
病
院
と
山
中
温
泉
医

療
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
、
Ｊ
Ｒ

加
賀
温
泉
駅
前
に
新
病
院
を
建

設
。
医
療
資
源
を
集
約
し
て
２

次
救
急
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま

す
。

◦
山
中
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー

　

�　

ほ
と
ん
ど
の
病
棟
が
昭
和
40
～
50
年

代
に
整
備
。
早
急
に
改
築
ま
た
は
大
規

模
改
修
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
２
　
利
便
性

　

２
つ
の
市
立
病
院
は
、
大
聖
寺
地
区
や

山
中
温
泉
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
近

く
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
施
設
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
賀
市
民
全
体
の
視
点
で
見

る
と
、
ど
ち
ら
の
病
院
も
通
う
に
は
不
便

さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
電
車
や

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
網
の
不
便
さ
や

少
な
い
駐
車
場
台
数
に
つ
い
て
は
、
市
民

か
ら
多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

課
題
３
　
救
急
医
療

　

現
在
、
市
内
の
救
急
搬
送
患
者
の
４
人

に
１
人
が
、
市
外
の
医
療
機
関
へ
搬
送
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
２
つ
の
市
立
病
院

で
も
全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、
医
師
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
結
果
、
休
日
や
夜
間
は
医
師

１
人
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
、
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
病
院
を
統
合
し
、

課
題
を
解
決

現 状 と 
　 課 題

226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0 199床病院の

理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0 199床病院の

理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

医
師
数
（
常
勤
換
算
）
（
人
）

加賀市民病院 山中温泉医療センター

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

未回答
70件
9.7%

分からない
76件
10.6%

現病院を維持すべき（新病院の
建設、他の病院との統合をする
必要はない）
164件
22.8%

２カ所の市立病院を
統合して、新病院を
建設すべき
410件
56.9%

未回答
70件
9.7%

分からない
76件
10.6%

現病院を維持すべき（新病院の
建設、他の病院との統合をする
必要はない）
164件
22.8%

２カ所の市立病院を
統合して、新病院を
建設すべき
410件
56.9%

加賀温泉駅周辺
335件
81.7%

現病院の隣接地：25件　6.1%
その他の場所：28件　6.8％
分からない：15件　3.7%
未回答：7件　1.7%

加賀温泉駅周辺
335件
81.7%

現病院の隣接地：25件　6.1%
その他の場所：28件　6.8％
分からない：15件　3.7%
未回答：7件　1.7%

理 想的医師数： 黒字自治体病院の職種別平均職員数（医師）
より算出（平成 22年病院経営実態調査より）

実際の医師数：平成 23 年 4月 1日現在

　

救
急
医
療
体
制
の
整
備
は
、
市
民
か
ら

の
要
望
も
多
く
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
言
え
ま
す
。

課
題
４
　
指
定
管
理
期
限

　

山
中
温
泉
医
療
セ
ン

タ
ー
は
、
も
と
も
と
国

立
病
院
で
あ
っ
た
も
の

を
、
旧
山
中
町
が
移
譲

を
受
け
た
病
院
で
す
。

　

現
在
は
、
地
域
医
療

振
興
協
会
を
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
期
限
は

平
成
25
年
３
月
で
す
。

そ
れ
以
降
も
指
定
管
理

を
継
続
す
る
か
ど
う
か
を
、
期
限
の
１
年

前
の
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
決
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市民病院

山中温泉医療センター

理想的医師数と実際の医師数

加賀市民病院

山中温泉医療センター

救急搬送患者の受け入れ先

平成22年加賀市消防年報

9

311

181
6%

13
1%

210

11%

715
25%

7%

2,180
75%

22

死亡 13人 1％

中等症
311人
11％

軽症
210人
7％

重症 181人 6％
226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0

199床病院の
理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0

199床病院の
理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

医
師
数
（
常
勤
換
算
）
（
人
）

加賀市民病院 山中温泉医療センター

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

 市内
2,180人
75％

 市外
715人
25％

 市内
2,180人
75％

 市外
715人
25％

0％ 10 20 30 40 50 60 70 80 90

未回答

その他

市民への医療情報の提供や啓発活動

在宅医療・訪問看護

治療後・退院後の介護や暮らしの相談

介護サービスとの連携

予防医学や健診機能の充実

出産準備から子どもの誕生までの周産期医療

がんなどの苦しみや痛みをやわらげる緩和ケア

長期治療に対応した療養型医療

小児医療や小児救急

高齢者総合診療科等による高齢者医療

急な発熱や腹痛などに対応する時間外診療

高度医療や特殊医療を行う専門医療

24時間対応の救急医療体制

7％

3％

9％

9％

10％

13％

20％

21％

24％

25％

32％

33％

48％

58％

77％

7％

3％

9％

9％

10％

13％

20％

21％

24％

25％

32％

33％

48％

58％

77％
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前
頁
で
述
べ
た
よ
う
な
加
賀
市
の
医
療

が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
「
加
賀
市

医
療
提
供
体
制
基
本
構
想
」
で
は
、
次
の

５
つ
を
新
病
院
の
運
営
方
針
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
　
４
疾
病
・
高
齢
者
・
周
産
期
の

対
応
を
強
化

　

新
病
院
で
は
、
現
在
の
２
つ
の
市
立
病

院
の
診
療
科
を
継
続
す
る
ほ
か
、
４
疾
病

（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖

尿
病
）
と
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
患
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
疾
患
へ
の
診
療
を
強

化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
周
産
期

（
出
産
前
後
の
期
間
）
医
療
に
も
力
を
入

統
合
新
病
院
の

基
本
と
な
る
５
つ
の
柱

運 営 
　 方 針

1

れ
、
市
内
で
安
心
し
て
分
娩
で
き
る
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

　
　
救
急
搬
送
を
断
ら
な
い

体
制
を
整
備

　

新
病
院
で
は
、
２
次
救
急
患
者
を
全
て

市
内
で
受
け
入
れ
る
こ
と
を

目
標
に
、
体
制
を
整
備
し
ま

す
。
受
け
入
れ
要
請
の
あ
っ

た
救
急
患
者
は
必
ず
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
制
と
し
て
、
内

科
系
・
外
科
系
医
師
を
組
み

合
わ
せ
た
複
数
医
師
で
の
当

直
体
制
お
よ
び
オ
ン
コ
ー
ル

（
常
に
電
話
が
つ
な
が
る
よ

う
に
待
機
し
て
い
る
）
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
初
期
救
急
に
つ
い

て
は
、
診
療
所
や
南
加
賀
急

病
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ

る
役
割
分
担
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
地
域
の
医
療
機
関
と

連
携
・
機
能
分
担

　

急
性
期
医
療
か
ら
慢
性
期
医
療
ま
で
の

診
療
機
能
や
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各

領
域
に
つ
い
て
、
市
内
で
一
定
程
度
完
結

さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
病
院
を
拠
点
と
し

た
地
域
医
療
連
携
が
必
要
で
す
。
連
携
促

進
と
役
割
分
担
に
よ
り
、
市
民
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
額
医
療
機
器
で
あ
る
Ｃ
Ｔ

や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
地
域
の
診
療
所
の
医
師

に
も
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
診
療
所

か
ら
の
検
査
紹
介
患
者
の
受
け
入
れ
を
強

化
し
ま
す
。

　
　
研
修
医
の
育
成
を
通
し
て

診
療
体
制
を
充
実

　

指
導
医
や
診
療
設
備
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
充
実
を
行
い
、
研
修
医
に
と
っ
て
魅

力
の
あ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
働
き
や
す
い
、
魅
力
あ
る

病
院
づ
く
り

　

診
療
お
よ
び
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
の
た
め
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
病
院
職

員
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
病
院
づ
く
り
と

と
も
に
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
の
整

備
を
目
指
し
ま
す
。

2

3

45

 市立病院に望む医療サービス（市民アンケート）

患者／お年寄り

患者／妊産婦

【救急の分類】～初期・2次・3次救急の違い～
症状 区分 担当医療機関

命に関わ
る重症

３次
救急

石川県では大学病
院や県立中央病院
が担当
（必要なら搬送）

入院や手
術を伴う

２次
救急 新病院が担当

（必要なら搬送）

軽症で入
院を伴わ
ない

初期
救急

休日当番医や南加
賀急病センターな
どが担当

救急車

自分で受診

救急搬送

9

311

181
6%

13
1%

210

11%

715
25%

7%

2,180
75%

22

死亡 13人 1％

中等症
311人
11％

軽症
210人
7％

重症 181人 6％
226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0

199床病院の
理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0

199床病院の
理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

医
師
数
（
常
勤
換
算
）
（
人
）

加賀市民病院 山中温泉医療センター

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

 市内
2,180人
75％

 市外
715人
25％

 市内
2,180人
75％

 市外
715人
25％

0％ 10 20 30 40 50 60 70 80 90

未回答

その他

市民への医療情報の提供や啓発活動

在宅医療・訪問看護

治療後・退院後の介護や暮らしの相談

介護サービスとの連携

予防医学や健診機能の充実

出産準備から子どもの誕生までの周産期医療

がんなどの苦しみや痛みをやわらげる緩和ケア

長期治療に対応した療養型医療

小児医療や小児救急

高齢者総合診療科等による高齢者医療

急な発熱や腹痛などに対応する時間外診療

高度医療や特殊医療を行う専門医療

24時間対応の救急医療体制

7％

3％

9％

9％

10％

13％

20％

21％

24％

25％

32％

33％

48％

58％

77％

7％

3％

9％

9％

10％

13％

20％

21％

24％

25％

32％

33％

48％

58％

77％
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Ａ�

．
新
病
院
の
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。

◦�

災
害
（
洪
水
・
地
震
な
ど
）
発
生
時
の

対
応
可
能
性

◦�

２
次
救
急
医
療
の
対
応
可
能
性

◦�

市
全
体
に
お
け
る
ア
ク
セ
ス
性
（
利
便

性
）

　

�　

現
在
の
加
賀
市
民
病
院
の
近
隣
で
は
、

地
震
お
よ
び
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
る
と
、
災
害
に
対
し
て
は
、
他
の
地

域
と
比
べ
て
み
る
と
、
比
較
的
弱
い
と

考
え
ら
ま
す
。
ま
た
、
山
中
温
泉
医
療

セ
ン
タ
ー
の
近
隣
で
は
、
市
内
各
地
域

か
ら
の
交
通
利
便
性
が
良
く
な
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

�　

加
賀
温
泉
駅
周
辺
は
、
市
内
各
地
区

へ
の
バ
ス
の
発
着
地
で
あ
る
な
ど
、
交

建
設
候
補
地
は
Ｊ
Ｒ
加
賀
温
泉
駅
前

Ｑ
．
な
ぜ
加
賀
温
泉
駅
前
な
の
？

　
　

現
在
の
病
院
が
あ
る
大
聖
寺
や
山
中
温
泉
で
は
だ
め
な
の
？

通
の
便
が
充
実
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、

災
害
発
生
時
に
も
比
較
的
安
心
し
て
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
地
理
的
に
も
市
の
中
心
部
に

位
置
し
て
い
る
た
め
、
救
急
搬
送
時
に

も
、
一
定
時
間
で
搬
送
で
き
ま
す
。

　

�　

左
図
に
示
し
た
場
所
は
、
土
地
利
用

の
規
制
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
も
考
慮

す
る
と
、
加
賀
温
泉
駅
周
辺
の
中
で
も
、

病
院
建
設
に
必
要
な
土
地
を
確
保
で
き

る
最
も
良
い
場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

バス

至大聖寺 至動橋

至片山津

八日
市川

消防
本部

アビオ
シティ
加賀

新病院建設
候補地

小菅波町

加賀温泉駅前

加賀温泉駅東口

至山代至山中

ＪＲ加賀温泉駅

新病院の建設候補地

統
合
新
病
院
の
具
体
的
な
規
模
や
建
設
候
補
地
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ａ�

．
新
病
院
で
は
、
一
般
病
床
３
０
０
床

を
基
本
と
し
、
主
に
急
性
期
患
者
の
短

期
入
院
治
療
を
行
い
ま
す
。
３
０
０
床

の
う
ち
50
床
は
、
在
宅
復
帰
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
を
集
中
的
に
行
う
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
し
、
療
養

病
床
は
原
則
、
設
置
し
な
い
予
定
で
す
。

　

�　

病
床
数
は
、
患
者
の
疾
病
分
類
や
将

来
の
人
口
推
計
、
入
院
日
数
の
減
少
を

Ａ�

．
診
療
科
は
、
現
在
の
加
賀
市
民
病
院

と
山
中
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
16
科
を

継
続
し
ま
す
。

　

�　

新
病
院
に
お
い
て
、
２
次
救
急
患
者

の
全
て
を
市

新
病
院
の
病
床
数
は
３
０
０
床
を
基
本

Ｑ
．
現
在
の
２
つ
の
市
立
病
院
の
合
計
は
４
２
５
床
、

　
　

統
合
し
て
３
０
０
床
に
減
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
？

診
療
科
は
16
科
・
医
師
数
は
43
人
以
上

Ｑ
．
新
病
院
に
は
い
く
つ
の
診
療
科
が
あ
る
の
？
医
師
は
何
人
？

考
慮
し
設
定
し
た
も
の
で
す
。
現
在
の

２
病
院
の
一
般
病
床
の
入
院
者
数
は
１

日
あ
た
り
約
２
７
０
人
で
、
患
者
の
か

か
り
つ
け
医
や
療
養
病
床
の
あ
る
民
間

病
院
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
の
連
携

に
よ
り
十
分
に
対
応
で
き
る
数
で
す
。

内
で
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
複
数
医

師
に
よ
る
当
直
体
制
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
主
要
診
療
科
に

は
複
数
の
医
師
を
配
置
す
る
こ
と
で
医

師
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
医
師
は
最

低
43
人
以
上
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 医療／点滴

医療スタッフ 3

統
合
新
病
院
っ
て

ど
ん
な
病
院
？

新 病 院 
　 概 要



Ａ�

．
医
療
資
源
を
集
約
す
る
た
め
に
は
、

入
院
施
設
の
分
散
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
有
利
な
補
助
金
な
ど
を
利
用
す
る

に
は
「
病
院
の
数
を
減
ら
す
」
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
病
院
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

し
か
し
、
現
病
院
の
建
物
に
つ
い
て

は
、
建
設
時
の
借
金
が
残
っ
て
い
る
比

較
的
新
し
い
部
分
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ

に
全
て
を
取
り
壊
す
よ
う
な
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

現
病
院
の
土
地
・
建
物
の
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
、
検
討

Ｑ
．
新
病
院
が
で
き
た
ら
、
現
在
の
病
院
の
土
地
と
建
物
は
ど
う
す
る
の
？

　
　

現
在
の
病
院
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
？

看
護
師
養
成
所
・
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
継
続
検
討

Ｑ
．
加
賀
看
護
学
校
は
ど
う
な
る
の
？

　
　

初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
は
設
置
す
る
の
？

Ａ�

．
看
護
師
養
成
所
や
初
期
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し

て
検
討
し
ま
す
。

◦
看
護
師
養
成
所

　

�　

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
看
護
師
の
育
成
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
現
状
と
し
て
は
加
賀
看

護
学
校
か
ら
市
内
の
医
療
機
関
へ
の
就

職
は
低
調
気
味
で
す
。
そ
の
た
め
、
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

�　

加
賀
市
民
病
院
も
山
中
温
泉
医
療
セ

ン
タ
ー
も
、
そ
れ
ぞ
れ
大
聖
寺
地
域
、

山
中
地
域
の
中
心
部
に
位
置
し
、
地
域

振
興
の
観
点
か
ら
、
医
療
以
外
の
活
用

方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
市

に
と
っ
て
重
要
な
土
地
と
建
物
で
す
。

　

�　

新
病
院
の
オ
ー
プ
ン
は
最
短
で
も
平

成
28
年
度
の
見
込
み
で
す
。
そ
れ
ま
で
、

十
分
な
検
討
期
間
が
あ
る
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
意
見
を
聞
き
、
活
用

方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

医療／注射

◦
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　

�　

初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
と
は
、
入

院
を
伴
わ
な
い
救
急
患
者
を
対
象
と
す

る
診
療
所
で
す
。
時
間
外
な
ど
に
新
病

院
に
軽
症
患
者
が
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ

て
は
、
本
来
の
２
次
救
急
の
提
供
に
支

障
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

初
期
救
急
の
提
供
体
制
に
つ
い
て
医
師

会
や
大
学
病
院
な
ど
と
検
討
し
ま
す
。

建設事業費の内訳
9,741百万円

（百万円）

項目 概　要 事業費

建設工事費
本体・外構・駐車場
（設計費等含む）

6,056

医療機器等 医療機器・医療情報システム 1,960

用地費等 用地取得、造成・基盤整備 1,500

付帯施設 職員宿舎など 225

9

311

181
6%

13
1%

210

11%

715
25%

7%

2,180
75%

22

死亡 13人 1％

中等症
311人
11％

軽症
210人
7％

重症 181人 6％
226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0

199床病院の
理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

226床病院の
理想的医師数
35.7

実際の医師数
32.0

199床病院の
理想的医師数
20.5

実際の医師数
14.7

医
師
数
（
常
勤
換
算
）
（
人
）

加賀市民病院 山中温泉医療センター

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

 市内
2,180人
75％

 市外
715人
25％

 市内
2,180人
75％

 市外
715人
25％
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未回答

その他

市民への医療情報の提供や啓発活動

在宅医療・訪問看護

治療後・退院後の介護や暮らしの相談

介護サービスとの連携

予防医学や健診機能の充実

出産準備から子どもの誕生までの周産期医療

がんなどの苦しみや痛みをやわらげる緩和ケア

長期治療に対応した療養型医療

小児医療や小児救急

高齢者総合診療科等による高齢者医療

急な発熱や腹痛などに対応する時間外診療

高度医療や特殊医療を行う専門医療

24時間対応の救急医療体制

7％

3％

9％

9％

10％

13％

20％

21％

24％

25％

32％

33％

48％

58％

77％

7％

3％

9％

9％

10％

13％

20％

21％

24％

25％

32％

33％

48％

58％

77％

Ａ�

．
建
設
事
業
費
に
は
、
病
院
事
業
債
や

合
併
特
例
債
、
病
院
の
再
編
に
係
る
市

債
な
ど
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な
市

債（
借
金
）を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ら
を
全
て
活
用
し
、市
の
負
担
が

最
も
少
な
く
な
る
よ
う
対
応
し
ま
す
。

　

�　

市
債
は
、
基
本
的
に
病
院
の
収
益
で

返
済
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
全
て
を

市
の
一
般
会
計
（
税
金
）
で
返
済
し
て

い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
で

建
設
事
業
費
は
約
97
億
円

Ｑ
．
建
設
事
業
費
は
ど
こ
か
ら
出
る
の
？
借
金
を
し
て
も
大
丈
夫
な
の
？

負
担
す
る
の
は
救
急
医
療
な
ど
の
不
採

算
医
療
分
と
し
て
国
が
認
め
た
も
の
だ

け
で
す
。

◆
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
◆

　

�

病
床
数
３
０
０
床
、
建
設
事
業
費
約
97

億
円
で
試
算

　

�　

一
般
会
計
に
よ
る
負
担
は
開
院
５
年

目
ま
で
３
億
円
程
度
と
や
や
高
く
な
る

も
の
の
、
そ
の
後
は
平
成
22
年
度
の
負

担
と
同
水
準
の
２
億
円
前
後
と
な
る
見

込
み
で
、
市
の
財
政
へ
の
影
響
は
、
現

在
と
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
な

負
担
増
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
減

債
基
金
を
積
み
増
し
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

�　

仮
に
患
者
数
が
少
な
く
な
っ
た
場
合

で
も
、
一
般
病
床
の
稼
働
率
が
81
％
以

上
で
あ
れ
ば
、
各
年
度
の
病
院
の
運
転

資
金
は
５
億
円
前
後
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
、
公
立
病
院
と
し
て
は
運
営
が

可
能
で
す
。

※�

こ
の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

新
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
県
の
地
域
医

療
再
生
基
金
か
ら
交
付
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
補
助
金
約
14
億
円
を
反
映
し
て

お
ら
ず
、
厳
し
め
の
試
算
と
し
て
い
ま

す
。
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　新病院として 2次救急医療で
は対応できない高度な処置が必
要な救急患者については大学病
院などと連携します。

　健診などの健康づく
り事業との連携で生活
習慣病の予防、健康の保持・増進を
図ります。

　新病院は病診連携の中核機能を果
たし、かかりつけ医との連携を進め
ます。

　子どもや高齢者は医療と福祉のサービ
スが同時に必要となる場合が多くあるた
め、福祉サービスとの連携を進めます。

　退院支援を行う地域医療
連携室と介護サービス利用
の窓口である地域包括支援
センターとが連携し、患者
の介護サービスへの切れ目
のない移行を進めます。

　認知症への対応のため、南加賀
認知症疾患センターとの連携や療
養病床を持つ後方病院との連携を
一層強化します。

大学病院

保健事業

近隣病院

診療所

福祉サービス

統合新病院

介護サービス

市
民
の
健
康
な
暮
ら
し
を

地
域
全
体
で
支
え
る
体
制

医 療 
将 来 像

医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

市
民
が
病
院
を
守
る
！

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に

�　

病
気
に
な
ら
ず
、
で
き
る
だ
け
医
師
の

世
話
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
普

段
の
食
事
や
生
活
習
慣
に
気
を
付
け
、
定

期
的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

医
師
が
頑
張
れ
る
よ
う
に

�　

医
師
へ
の
自
己
中
心
的
で
理
不
尽
な
要

求
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
軽
い
症
状
で
緊
急

性
が
な
い
の
に
、
夜
間
や
休
日
に
救
急
外

　

医
療
提
供
体
制
の
充
実
は
、
市
民
一
人

一
人
に
と
っ
て
大
切
な
問
題
で
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と�　

き　

１
月
22
日
㈰　

13
時
30
分
～

（
開
場
13
時
）

と�

こ
ろ　

加
賀
市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

﹁
加
賀
市
医
療
提
供
体
制
基
本
構
想
﹂
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

第
１
部　

�

医
療
提
供
体
制
基
本
構
想
の
説
明

第
２
部　

�

医
療
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
映
画
上
映
「
神
様
の
カ
ル
テ
」

※
申
込
不
要
、
入
場
無
料
、
全
席
自
由
。

　

�

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
１
月
19
日
ま

で
に
医
療
提
供
体
制
検
討
室
に
申
込
。

来
を
利
用
す
る
こ
と
（
コ
ン
ビ
ニ
受
診
）

も
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
加
賀
市
医
療
体
制
基
本
構
想
や
調
査
検

討
委
員
会
の
資
料
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
賀
市
の

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
い
つ
で
も

意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
医
療
提
供
体
制
検
討
室

☎
７
２
︲
７
８
２
２　

5
７
２
︲
７
８
０
７

i ryo
u
@

c
ity.ka

g
a
.lg

.jp

郵
送
先
：
〒
９
２
２
︲
８
６
２
２

　

加
賀
市
医
療
提
供
体
制
検
討
室
あ
て

〈あらすじ〉
　主人公の青年医師、栗原一

いち
止
と

（櫻井 翔）は、医師が不足しなが
らも「24時間365日対応」で大勢　
の患者を抱える地方病院に勤めて
いる。この小さな病院では専門外
の診療をしたり、働き詰めで睡眠
がとれなかったりするのが日常茶
飯事。
　厳しい地方医療の現実と、その
中で成長していく1人の医師の姿を
描いた、やさしい命の物語。
※ 長野県在住の現役医師のデビュー

小説を映画化した作品です。
【上映協力：みに・キネマ加賀】

大 学
病 院

保健センター

社会福祉事務所●●
医院

▲▲
病院

地域包括
支援センター

　

今
後
、
市
で
は
医
療
・
介
護
・
予
防
な
ど
が
切
れ
目
な
く
、
継
続
的
か

つ
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

健診は受けな
きゃね！

僕のかかりつ
け医は△△クリ

ニックだよ

予防・治療・リハビリ・介護と
連携しながら役割分担
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♦
条
例
案
件
（
１
件
）

◦ 

加
賀
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

※�

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
、
給
与
表
の
減

額
改
正
お
よ
び
支
給
額
の
調
整
を
行
う

も
の

　
　♦

予
算
案
件
（
６
件
）

◦ 

平
成
23
年
度
加
賀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額　
　
　
　

１
億
３
、
３
３
０
万
円

補
正
後　
　

３
０
4
億
５
、
７
６
０
万
円

※�

屋
根
雪
下
ろ
し
助
成
事
業
／
橋
立
保
育

園
整
備
事
業
／
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
活
用
事
業
／
中
学
校
教

師
用
指
導
書
等
整
備
事
業
／
消
防
本
部

庁
舎
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
事
業
な

ど
◦ 

平
成
23
年
度
加
賀
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

補
正
額　
　
　
　
　

△
２
５
４
万
７
千
円

補
正
後　
９
１
億
２
、
４
２
９
万
９
千
円

※�

職
員
給
与
費

◦ 

平
成
23
年
度
加
賀
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

補
正
額　
　
　
　

１
、
１
９
２
万
２
千
円

補
正
後　
６
１
億
７
、
５
１
２
万
５
千
円

※�

介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
費
な
ど

◦ 

平
成
23
年
度
加
賀
市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

補
正
額　
△
１
億
２
、
５
７
０
万
３
千
円

補
正
後　
２
９
億
７
、
１
４
９
万
７
千
円

※�

大
聖
寺
川
処
理
区
管
渠
築
造
事
業
費
／

　

片
山
津
処
理
区
処
理
場
築
造
事
業
費
／

　

片
山
津
処
理
区
雨
水
管
渠
築
造
事
業
費

　

／
農
業
集
落
排
水
施
設
建
設
改
良
費
な

　

ど
◦ 

平
成
23
年
度
加
賀
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算

補
正
額　
　
　
　

２
、
９
６
９
万
２
千
円

補
正
後　
５
８
億
３
、
６
４
９
万
２
千
円

※�

統
合
新
病
院
建
設
事
業

◦ 

平
成
23
年
度
加
賀
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

補
正
額　
　
　
　

４
、
８
２
０
万
３
千
円

補
正
後　
５
０
億
３
、
３
２
０
万
３
千
円

※�

老
朽
鋳
鉄
管
更
新
事
業
な
ど

♦
条
例
案
件
（
６
件
）

◦ 

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

※ 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

◦ 

加
賀
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

※ 

特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
職
員
間
の
均

衡
を
図
る
た
め
、
病
院
職
員
の
総
括
主

任
手
当
を
廃
止
す
る
も
の

◦
加
賀
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

※
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　

の
施
行
に
伴
い
、
寄
附
金
税
額
控
除
の

　

適
用
下
限
額
の
引
下
げ
、
お
よ
び
市
民

　

税
等
の
不
申
告
に
係
る
過
料
額
の
見
直

　

し
等
の
改
正
を
行
う
も
の

◦ 
加
賀
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
条
例
の
一
部

改
正

※�

加
賀
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
美
術
館
で

あ
る
と
市
内
外
の
人
々
に
認
識
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
名
称
を
加
賀
市
美
術
館

に
改
め
る
も
の

◦
加
賀
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
条
例

◦ 

片
山
津
温
泉
総
湯
公
園
条
例
の
一
部
改

正
※�

片
山
津
温
泉
の
総
湯
に
つ
い
て
市
民
や

観
光
客
か
ら
親
し
ま
れ
、
街
再
生
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
化
を
図
る

た
め
、
そ
の
名
称
を
加
賀
片
山
津
温
泉

街
湯
に
改
め
る
も
の

　

♦
そ
の
他
案
件
（
2
件
）

�

◦ 

石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合

規
約
の
変
更

※�

組
合
を
組
織
す
る
野
々
市
町
が
平
成
23

年
11
月
11
日
付
け
で
野
々
市
市
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

◦ 

山
代
温
泉
総
湯
の
指
定
管
理
者
の
指
定

※�

指
定
管
理
者　

山
代
温
泉
財
産
区　

　

指
定
期
間　

　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3

　

月
31
日
ま
で

♦
人
事
案
件
（
３
件
）

�

◦ 

監
査
委
員
の
選
任

　

西
田
淳
一
氏
（
二
子
塚
町
）

◦ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

角
谷
紀
子
氏
（
勅
使
町
）

　

竹
本
早
苗
氏
（
三
木
町
）

　

平
成
23
年
11
月
25
日
に
市
議
会
臨

時
会
、
12
月
2
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
は
、
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
案
件
が
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し

た
。11

月
市
議
会
臨
時
会

12
月
市
議
会
定
例
会

平
成
23
年

11
月
市
議
会
臨
時
会
報
告

12
月
市
議
会
定
例
会
報
告
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の
手
続
き
に

　
　
　

ご
協
力
を

早
め
の
提
出
で
、
ゆ
と
り
あ
る
申
告
を

給
与
支
払
報
告
書
の

          

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

   

平
成
23
年
中
に
給
料
、
賃
金
な
ど
を
支

払
っ
た
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
受
給
者
全

員
の
給
与
支
払
報
告
書
を
作
成
し
、
平
成

24
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
受
給
者
が

住
ん
で
い
る
市
町
村
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

   

給
与
支
払
報
告
書
は
、
市
県
民
税
の
課

税
の
根
拠
と
な
る
重
要
な
書
類
と
な
り
ま

す
の
で
、
正
し
く
記
入
の
う
え
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細
書
）

の
様
式
の
変
更
に
伴
い
、
一
部
記
載
方

法
も
変
更
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対　

象　

個
人
・
法
人
な
ど
の
事
業
主

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈫

提
出
先　

税
料
金
課

　
　
　
　
　
　
　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
で
き
ま
す

　　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
利
用
し
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）
を

行
っ
て
い
る
事
業
所
か
ら
の
異
動
届
出
書

や
退
職
所
得
に
係
る
納
入
申
告
書
も
、
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
税
料
金
課
（
市
民
税
係
）

�　

☎
７
２
︲
７
８
１
５

　

㈳
地
方
税
電
子
化
協
議
会

　

h
ttp

://w
w

w
.e

lta
x.jp

/

◦
償
却
資
産
の
申
告

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か

に
償
却
資
産
（
事
業
用
の
機
械
や
器
具
な

ど
の
資
産
）
も
課
税
と
な
り
、
申
告
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
償
却
資
産
の
申
告
も
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対 　

象　

平
成
24
年
１
月
１
日
（
賦
課
期

日
）
現
在
で
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
人

申
告
期
限　

１
月
31
日
㈫　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

◦
建
物
取
り
壊
し
の
届
出

　

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
建
物

の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
翌
年
か
ら
固
定
資
産
税
が
減
額
、

ま
た
は
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対 　

象　

平
成
23
年
中
に
、
所
有
す
る
建

物
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た

人
※�

届
出
時
に
は
、
平
成
23
年
中
に
取
り
壊

し
た
こ
と
が
分
か
る
も
の
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。　

                  　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◦
住
宅
用
地
の
届
出

　

住
宅
用
地
と
は
、
専
用
住
宅
や
ア
パ
ー

ト
、
併
用
住
宅
な
ど
の
敷
地
と
し
て
使
用

し
て
い
る
土
地
の
こ
と
で
、
課
税
標
準
の

特
例
に
よ
り
、
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対�　

象　

所
有
し
て
い
る
土
地
を
平
成
23

年
中
に
新
た
に
住
宅
用
地
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
人
、
ま
た
は
使
用

し
な
く
な
っ
た
人

※�

固
定
資
産
税
に
関
す
る
申
告
・
届
出
が

な
い
と
、
前
年
と
同
様
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
各
種
届
出
書
は
税
料
金
課
に
あ
り

ま
す
の
で
、
変
更
の
あ
っ
た
人
は
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
料
金
課
（
固
定
資
産
税
係
）

�　

☎
７
２
︲
７
８
１
６

固
定
資
産
税

市
県
民
税
税税
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　加賀温泉駅周辺は、地理的に
市の中央であるだけでなく、大
規模商業施設や飲食店が集積し、
賑わい空間が形成されている地
域であります。また、ＪＲ線や
路線バス等の地域交通網の起点
として、市内どこからでも行く
ことができ、まさにネットワー
クの要となっています。
  このような特性を生かして、
駅周辺部の統合新病院建設が計
画されており、自動車を運転で
きない高齢者や児童生徒の皆さ
んにも、安全に安心して受診し
ていただけるよう、地域交通体
系の整備を進めていきたいと考
えています。
  しかし、北陸新幹線加賀温泉
駅設置を明文化した「全国整備
新幹線鉄道整備法」制定から 40
年余りの間、道路整備や土地利
用計画などの、駅周辺部の一体
的な整備に取り掛かれない状況
が続いています。今後、新幹線
駅と新病院、道路整備などを一
体的に進めていくことが、まさ
に「加賀市の玄関口」としてふ
さわしい加賀温泉駅周辺の整備
になるものと考えます。

問交通対策室　☎ 72-7831

「新幹線駅や新病院を含めた
 加賀温泉駅周辺の一体的整備」

　～コラム～

北陸新幹線！     
小
松
税
務
署
か
ら
の

              

お
知
ら
せ
で
す

確
定
申
告 
収
支
・
決
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

事
業
所
得
者
が
対
象
の
説
明
会
で
す
。

と　

き　

１
月
25
日
㈬　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

加
賀
商
工
会
議
所

持�

ち
物　

確
定
申
告
書
、
青
色
申
告
決
算

書
（
収
支
内
訳
書
）
、
電
卓
、
筆
記
用

具
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
な
ど

公
的
年
金
所
得
者
の

申
告
手
続
き
を
簡
素
化
し
ま
す     

   

確
定
申
告
の
手
続
き
が
一
部
簡
素
化
さ

れ
ま
す
。

   

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
よ

り
、
公
的
年
金
等
収
入
金
額
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は
申
告
の
義

務
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
い

場
合
は
こ
れ
ま
で
通
り
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
県
民
税
に
お
い
て
控
除
を
追

加
し
た
い
場
合
は
、
市
役
所
で
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。

問
小
松
税
務
署
個
人
課
税
部
門

   

☎
０
７
６
１
︲
２
２
︲
１
１
７
１

     

（
自
動
音
声
案
内
）

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
が

　
　
　
　
　
　

受
け
ら
れ
ま
す

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
高
齢
の
人

な
ど
で
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
で
も
、
障
が
い
者
な
ど
に
準
じ
る
と
認

　

定
さ
れ
る
と
、
所
得
税
や
市
県
民
税
の
申

告
時
に
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対　

象　

　

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
12
月
31

日
現
在
の
年
齢
が
、
65
歳
以
上
（
昭
和
22

年
1
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ

る
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

　

な
お
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
も
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

す
で
に
障
害
者
控
除
を
受
け
て
い
る
人

は
、
こ
の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
の

際
に
申
し
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
長
寿
課　

☎
７
２
‐
７
８
５
３

　

障
が
い
福
祉
課　

☎
７
２
‐
７
８
５
２

　

平
成
23
年
に
支
払
わ
れ
た

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

の
納
付
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
23
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
支

払
っ
た
各
保
険
税
（
料
）
の
納
付
合
計
額

の
お
知
ら
せ
を
、
平
成
24
年
1
月
中
に
送

付
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
な
ど
（
社
会
保
険
料
控
除
）

の
資
料
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
に
つ
い
て                                                 

　

保
険
年
金
課
（
納
付
係
）

　

市
民
窓
口
⑨
～
⑪　

　

☎
７
２
︲
７
８
６
３

問
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

長
寿
課
（
介
護
保
険
係
）　

　

市
役
所
別
館
１
階
窓
口　

　

☎
７
２
︲
７
８
５
９
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▲新幹線はやぶさ
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屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成
し
ま
す

ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー
は
有
害
ご
み
で
す

高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
屋
根
雪
下
ろ
し
に
補
助　

正
し
い
ご
み
の
分
別

除 雪

ご み
環 境

　

市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世

帯
な
ど
で
、
自
分
で
屋
根
雪
下
ろ
し
が
困

難
な
世
帯
に
対
し
て
助
成
を
し
ま
す
。
た

だ
し
、
加
賀
市
雪
害
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
た
場
合
で
、
第
３
者
に
費
用
を
支
払
っ

て
屋
根
雪
下
ろ
し
を
実
施
し
た
場
合
に
限

り
ま
す
。

対�　

象　

市
内
在
住
で
、
①
～
④
に
該
当

し
、
か
つ
平
成
23
年
度
の
市
県
民
税
非

課
税
の
世
帯
。
た
だ
し
、
同
一
世
帯
内

や
市
内
ま
た
は
隣
接
す
る
市
に
屋
根
雪

下
ろ
し
が
で
き
る
人
が
い
る
場
合
、
お

よ
び
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

ご
み
の
分
別
方
法
を

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
（
プ
ラ
ご

み
）
の
中
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
の
危
険
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
物
が
混
入
す
る
と
、
収

集
や
選
別
の
作
業
中
に
爆
発
し
、
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
に
は
穴
を
開
け
て
、
ラ
イ

タ
ー
は
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
「
有
害
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

景 観

修
景
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

加
賀
片
山
津
温
泉
街
の
街
並
み
を
魅
力
的
に

　

加
賀
片
山
津
温
泉
の
地
域
特
性
を
生
か

し
た
景
観
形
成
や
商
業
施
設
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
に
、
片
山
津
温
泉
街
通
線
沿
道

の
修
景
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
地
区
で
建
築
物
や
工
作
物

な
ど
の
工
事
を
行
う
際
に
は
、
こ
の
修
景

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
65
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
す
る
世
帯

②
障
が
い
者
の
み
で
構
成
す
る
世
帯

③�

ひ
と
り
親
世
帯
（
18
歳
以
下
の
子
と
構

成
す
る
世
帯
）

④
そ
の
他
、
市
長
が
必
要
と
認
め
た
世
帯

助�

成
額　

１
回
の
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
に

要
し
た
費
用
（
限
度
額
３
万
円
）
。
同

一
年
度
内
に
お
い
て
原
則
、
１
世
帯
２

回
ま
で
。

�

・
問
地
域
福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
５
４

　

5
７
２
︲
７
７
９
７

　

ch
iikifukush

i@
city.kag

a.lg
.jp

海
岸
に
漂
着
し
た

ポ
リ
タ
ン
ク
に
は
触
ら
な
い
で
！

　

冬
の
間
、
海
岸
に
ポ
リ
タ
ン
ク
が
漂
着

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
漂
着
し
た
ポ
リ

問
建
築
課
（
住
宅
係
）　

☎
７
２
︲
７
９
３
６

修景ガイドラインの適用範囲
（道路境界線より10ｍ）

▲穴を開けて捨てられたスプレー缶

タ
ン
ク
の
中
に
は
、
有
害
な
液
体
が
入
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
タ
ン
ク

を
触
っ
た
り
、
ふ
た
を
開
け
た
り
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
市
内
の
海
岸
で
ポ
リ
タ
ン
ク
を

発
見
し
た
場
合
は
、
市
役
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

雪
の
多
い
日
は

ご
み
の
収
集
が
遅
れ
ま
す

　

雪
の
多
い
日
は
、
道
路
や
交
通
の
状
態

が
悪
く
な
り
、
ご
み
の
収
集
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
ご
み

出
し
を
な
る
べ
く
控
え
、
次
回
の
収
集
日

に
出
す
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
積
雪
が
あ
ま
り
に
多
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
収
集
日
の
前

日
ま
で
に
各
町
の
区
長
に
連
絡
の
上
、
ご

み
の
収
集
を
休
む
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
（
廃
棄
物
対
策
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
８
５
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★

市民
が主役

★
み
ん
な
で
作

ろう！みんなの
目

標
&
ル
ー
ル

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
24
年
度
施
行
予
定
の
﹁
市
民
が
主
役
の
条
例
﹂

に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　﹁
市
民
主
役
条
例
﹂
は
、
市
民
が
市
政

の
主
役
と
な
り
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
加

賀
市
に
す
る
た
め
の
、
市
民
の
権
利
・
責

務
や
市
と
し
て
の
目
標
な
ど
を
定
め
た

ル
ー
ル
で
す
。
市
民
が
市
政
に
関
心
を
持

ち
、
自
分
た
ち
で
何
か
し
よ
う
と
い
う
自

発
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
主
役
条
例
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

年 金

議 会

薬

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度

僕
た
ち
私
た
ち
の
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
申
請
を
！

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
に
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、

保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
が
免
除
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
る
に
は
、
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
や
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
基
準
を
超
え
て
い
て
も
、
失
業
な
ど

の
理
由
に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態

　

市
内
の
小
学
生
12
人
が
議
長
役
と
質
問

者
役
を
務
め
る
「
加
賀
市
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
議
長
の
進
行
の
も
と
、
加
賀
市

に
つ
い
て
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
や
考
え

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に
は
、
新

薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
が
あ
り
ま
す
。

　

新
薬
に
は
一
定
期
間
特
許
が
あ
り
、
そ

の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同
じ
有
効
成
分
・

効
用
で
作
ら
れ
る
の
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活

用
す
れ
ば
、
薬
代
（
自
己
負
担
）
が
節
約

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
増
え
続
け
る
医
療

費
の
節
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

の
ま
ま
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
と
き
で
も
未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

保
険
年
金
課
（
保
険
係
）
、
山
中
温
泉

支
所
、
各
出
張
所�

問
保
険
年
金
課
（
保
険
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
６
１

　

小
松
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
６
１
︲
２
４
︲
１
７
９
１

て
い
る
こ
と
を
市
長
た
ち
に
質
問
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
29
日
㈰　

10
時
～

と
こ
ろ　

議
場

問
議
会
事
務
局　

☎
７
２
︲
７
９
６
５

希
望
カ
ー
ド
を

　
携
帯
し
よ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
希
望
す
る
人
は
、
医
療
機
関
や
薬

局
で
希
望
カ
ー
ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
は
市
役
所
や
山
中
温
泉
支
所
、
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
（
保
険
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
６
０

募
集
期
限　

１
月
20
日
㈮

閲�

覧
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

市
役
所
議
会
事
務
局
、
山
中
温
泉
支
所
、

各
出
張
所
、
図
書
館
、
各
地
区
会
館
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応�

募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
ま

た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
見

出
し
に
「
市
民
主
役
条
例
に
対
す
る
意

見
」
と
明
記
の
上
、
郵
便
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
匿

名
で
も
応
募
で
き
ま
す
）

　

�

閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
ご
意
見
箱

に
投
函
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

問
議
会
事
務
局　

☎
７
２
︲
７
９
６
５

　

5
７
２
︲
５
３
０
５

　

g
ikai@

city.kag
a.lg

.jp

加 賀 花 子

▲保険証とあわせて持ち歩きましょう

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
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　真っ白な雪原でかんじき
をはいて歩いたり、雪合戦
をしたり、かまくらを作っ
たりします。

対　象　�小学4年生～中学3
年生

定　員　�20人（定員になり次第締切）
参加費　1,000円
申込締切　1月13日㈮
※�参加には「かがっ子自然塾」へのメンバー登録が必要で
す。詳しくは、お問い合わせください。

�・問生涯学習課　☎72-7980　573-4824
　gakushuu@city.kaga.lg.jp

14

イベント・募集

と　き：1月29日㈰　8時30分〜
ところ：スポーツセンター

ニュースポーツ
チャレンジマッチ

と　き：1月15日㈰　6時30分〜9時50分
ところ：鴨池観察館（集合）

がん・かもウオッチング

ハローワーク加賀求人情報は
毎月5日、15日、25日に発行です
問ハローワーク加賀　☎72-8609
　商工振興課　☎72-7940

ハローワーク求人情報
新舞踊（歌謡曲を踊る）・民舞（民謡を踊る）に挑戦してみませんか。初めての人も大歓迎！
女性なら誰でも参加できます。年齢は問いません。〔石川県・加賀市ボランティアセンター登録団体〕

川西流 加賀新舞踊 初
は つ

祥
しょう

会
か い

　　《舞踊指導》川西流 家元 川西初祥栄

種　目　ペタンク、シャフルボードなどのニュースポーツ
定　員　100チーム200人（定員になり次第締切）
申�込方法　1チーム2人で事前に申し込んでください。当日申込はできません。
申�込締切　1月20日㈮

�・問スポーツ課　☎72-7985

　ニュースポーツチャレンジマッチは、誰もが気軽に参加できるスポーツイベン
トです。2人1組で参加でき、上位チームには賞品をプレゼントします。
　家族や友人と、ぜひ参加してください。参加無料です。

　早朝、鴨池を飛び立つマガンの様子や福井県坂井平野のえさ場を観察
します。今の時期しか見ることのできない渡り鳥を見てみませんか。
　あわら北潟風力発電所を見学し、自然エネルギーやバードストライク
の対策についても理解を深めます。

　福井県まで出かけ、広い雪原で西洋かんじき「スノー
シュー」をはいて、思いっきり雪遊びを楽しみます。

対　象　�小学4年生～中
学3年生

定　員　�20人（定員にな
り次第締切）

参加費　�3,000円（昼食
代含む）

申込締切　1月13日㈮
※�参加には「かがっ子自然塾」へのメンバー登録が必要で
す。詳しくは、お問い合わせください。

�・問生涯学習課　☎72-7980　573-4824
　gakushuu@city.kaga.lg.jp

と　き：2月12日㈰　9時〜16時30分
ところ：山中温泉荒谷町

と　き：1月29日㈰　8時〜17時
ところ：福井県勝山市六

ろく
呂
ろ

師
し

高原

かがっ子自然塾
すべってころんで雪遊び

かがっ子自然塾
スノーシュー体験

対　象　誰でも参加できますが、小学生以下の場合は保護者同伴
定　員　20人
参加費（入館料）　一般：310円　75歳以上：150円
　　　　　　　　　※高校生以下は無料。
服　装　暖かい服装（厚手のジャンパー、耳あて、手袋など）
持ち物　持っている人は双眼鏡など
申込締切　1月11日㈬

【教室】作見町民会館（木曜日）19時30分〜 ・ 山代地区会館（月曜日）19時30分〜
【問い合わせ先】加賀新舞踊初祥会　加賀市作見町ヨ24-1（担当：西出）☎･574-2252

▲マガンのねぐら入り

▲シャフルボード

▲スノーシューがあれば雪の中でもへっちゃら！

▲雪の滑り台

�・問かが市民環境会議事務局（環境課内）　☎72-7892
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　三国港で揚がる“皇室献上品質”の
「越前がに」を期間限定「カニ膳」と
して提供します。
「ゆで」「焼き」
「刺し」「鍋」
など、多彩なカ
ニ料理に舌鼓を
打ちませんか。
提供店舗　�坂井市内17店舗
※提供店舗の詳細や場所については

提供期間　3月末まで
問坂井市商工会　☎0776-66-3324

15

Event・Invitation

と　き：1月14日㈯〜3月3日㈯　13時30分〜15時30分
ところ：市民会館　　　　　　　　  ※毎週土曜日（全7回）

要約筆記入門講座

対　象　市内在住、または勤務している人で、要約筆記の学習経験がない人
定　員　15人（定員になり次第締切）
受講料　無料（ただし、テキスト代は必要です）
申込締切　1月12日㈭

�・問障がい福祉課　☎72-7852　572-7797

　要約筆記とは、話し言葉を書き言葉（文字）にして聴覚障がい者に伝える方法です。
　一般に「話すスピード」は「書くスピード」の数倍の速さです。そのため、話し言
葉を同時に全て文字にすることはできません。そこで、話の重要な部分を損なうこと
なく要約して文字にするのが「要約筆記」です。
　興味のある人は、ぜひ参加してみませんか。

※ 1月22日、26日の文化財火災防御訓練
では、訓練時間帯に各訓練場所周辺で、
通行止めになる箇所があります。また、
訓練中は消防自動車のサイレンが鳴り
ます。

と　き：1月8日㈰　8時30分〜
ところ：加賀市役所前広場・市民会館

　消防団員による裸放水や消防隊・救急隊・救助隊の
出場をご覧ください。
内　容　  8時30分～　式典　　　市民会館
　　　　  9時40分～　観閲行進　市役所前広場
　　　　10時25分～　初放水　　市役所前広場　
※8日㈰午前中は市役所前広場を使用できません。
問消防課（総務係）　☎72-0119

消防出初式1月 その他の行事
開催日時 場　所

行　事　名
8日㈰　
11時15分～ 片山津温泉総湯付近

消防団第二方面初放水式
8日㈰　
11時15分～ 山代温泉総湯付近

消防団第三方面初放水式
8日㈰　
11時15分～ 山中温泉山中座付近

消防団第四方面初放水式

22日㈰　9時～ 専光寺（山代温泉7区
内）

文化財火災防御訓練
問消防山代分署　☎77-0119

22日㈰　
9時30分～

荒谷神社（山中温泉荒
谷町）

文化財火災防御訓練
問消防山中分署　☎78-0119

22日㈰
13時30分～

加賀市文化会館
大ホール

医療提供体制基本構想市民説明会

26日㈭　10時～ 江沼神社 長流亭周辺
（大聖寺八間道）

文化財火災防御訓練
問消防大聖寺分署　☎73-0119

でかけてみませんか？　となりのまちへ題
話

あわら市　芸
げい

妓
ぎ

・舞
まい

妓
こ

変身体験 坂 井 市　3月末まで！期間限定「カニ膳」
　あわら温泉で芸妓・
舞妓に変身してみま
せんか？きれいに着
飾った後は、現役芸
妓から三味線や太鼓
などの鳴り物、手踊
りの手ほどきを受け
られます。
ところ　あわら温泉湯のまち広場内
「伝統芸能館」（あわら市温泉1丁目）
※�体験時間や体験料など、詳しくはお
問い合わせください。

�・問�㈳あわら市観光協会
　☎0776-78-6767

▲消防団員の勇姿をご覧ください

▲ 黄色いタグが「越前がに」
ブランドの証し

うららの極味膳　カニ膳

広報かが  2011.09

Event・Invitation

受講料：3,150円(月額) ※週1回の月4回
テキスト代：3,990円(初回のみ)
※別途、施設使用料が必要です。

マナー講座 開講 と　き：月曜コース 10時～　火曜コース 19時～　木曜コース 13時～
ところ：加賀市市民会館 2階 和室

きちんとした礼儀作法やマナー、きものの着方を学びませんか？平成 24年 1月 10日㈫より ☆官公庁･学校･企業･団体様
　向けのビジネスマナーの
　出張講座も承ります。

〔お申し込み･お問い合わせ〕NPO法人伝統和文化マナーマイスター協会 南加賀支部
 　☎0800-200-8529(担当:福田 しょう) http://www.dentousya.jp/ wabunka-ishikawa@swan.ocn.ne.jp
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が
も
ん

K
a

g
a

-m
o

n

人
、
も
の
、
歴
史
、
文
化
、
場
所
・
・
・
。
加
賀
市
に
は
た
く
さ
ん
の
お
宝
“
か
が
も
ん
”
が
あ
り
ま
す
。

第19話

バ
ル
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

東
ひ
が
し　

文ふ
み
か
ず一

さ
ん
（
高
尾
町
）

　

風
船
（
バ
ル
ー
ン
）
を
使
っ
て
自
由
自
在
に

形
を
変
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
造
形
物
を
つ
く
る
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
。
「
バ
ル
ー
ン
の
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
」

こ
と
東
文
一
さ
ん
は
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
、
こ
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
使
っ
て
子
ど
も

た
ち
に
笑
顔
を
与
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
東
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
　被

災
地
の
子
ど
も
の
笑
顔
を
見
て

ー
バ
ル
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か

東　

阪
神
大
震
災
で
弟
が
芦
屋
市
で
被
災
し
、

そ
の
安
否
確
認
の
た
め
に
現
地
を
訪
れ
た
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
風
船
で
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん

で
い
る
老
人
が
い
て
、
震
災
で
楽
し
い
事
な
ど

何
も
な
い
状
況
な
の
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
笑
顔
だ
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
し
て
被
災
地
な
ど
で
は
、
子
ど
も
と
遊

ぶ
に
し
て
も
普
通
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
は
多
く
持

ち
込
め
ま
せ
ん
が
、
風
船
な
ら
、
か
さ
ば
ら
な

い
し
自
由
に
持
ち
運
び
が
で
き
、
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

ー
そ
れ
で
す
ぐ
に
始
め
た
の
で
す
か

東　

い
い
え
。
そ
れ
は
自
分
の
子
ど
も
が
生
ま

れ
て
か
ら
で
す
。
わ
が
子
の
顔
を
見
て
い
た
ら
、

風
船
で
喜
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
を
思
い
出
し
、

風
船
の
キ
ッ
ト
を
買
っ
て
き
て
、
独
学
で
作
り

始
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
新
潟
や
能
登
で
大

き
な
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
能
登
地
震
の
と
き
に
バ
ル
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
が
可
能
だ
っ
た
、
珠
洲
、
穴
水
、

輪
島
の
保
育
園
な
ど
を
回
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
地
震
被
災

地
で
の
活
動
の
最
初
で
す
。

ー�

子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
ど

う
で
し
た
か

東　

反
応
は
良
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
と
き
は
作
る
こ

と
で
精
一
杯
で
、
子
ど
も
た

ち
の
要
望
に
応
え
て
い
な
い
、

技
術
が
未
熟
で
余
裕
が
な
い

自
分
を
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
本
当
に
満
足
し
た

　
　
　

笑
顔
を
見
る
た
め
に

　
　ー

そ
れ
で
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か

東　

日
々
、
バ
ル
ー
ン
を
作
り
続

け
て
い
な
い
と
、
作
り
た
い
と
き

に
作
り
た
い
も
の
が
作
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
普
段
か

ら
作
る
機
会
を
持
と
う
と
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
る
こ
と
に
し

た
ん
で
す
。

　

市
内
の
小
学
校
や
保
育
園
、
町

内
の
子
ど
も
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
欲
し
て
い
る
も

の
は
何
か
、
ど
う
す
れ
ば
喜
ぶ
か
な
ど
と
や
っ

て
い
る
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
て
自

然
と
余
裕
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
を

観
察
し
な
が
ら
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
作
る
過
程
で
子
ど
も

た
ち
の
表
情
に
よ
っ
て
作
る
も
の
を
変
え
た
り
、

欲
し
い
と
言
わ
れ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
作
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ー
ど
う
し
て
子
ど
も
の
欲
し
が
る
も
の
な
の
で

　

す
か

東　

ど
ん
な
に
手
の
込
ん
だ
作
品
を
与
え
て
も
、

そ
れ
が
自
分
の
欲
し
い
も
の
か
そ
う
で
な
い
か

で
は
も
ら
っ
た
と
き
の
笑
顔
が
違
う
ん
で
す
。

本
当
に
欲
し
い
も
の
を
も
ら
っ
た
と
き
の
、
満

足
し
た
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
私

▲宮城県石巻市の被災地で、子どもたちにバルーンをつくる東さん

の
目
標
だ
か
ら
で
す
。

ー
こ
れ
ま
で
に
何
か
印
象
に
残
っ
て
い
る
で
き

　

ご
と
が
あ
り
ま
す
か

東　

中
能
登
に
行
っ
た
と
き
に
、
以
前
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
人
形
で
、
作
っ
た
時
の
形
そ
の
ま
ま

の
形
で
半
分
く
ら
い
の
大
き
さ
に
な
っ
た
風
船

を
も
っ
て
き
た
子
が
い
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し

た
の
と
同
時
に
、
そ
れ
だ
け
大
切
に
し
て
く
れ

て
い
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

被
災
地
の
子
ど
も
に
も
心
の
変
化
が　

　
　ー

東
北
の
被
災
地
へ
は
行
か
れ
ま
し
た
か

東　

宮
城
県
石
巻
市
と
気
仙
沼
市
へ
行
き
ま
し

た
。
最
初
の
訪
問
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
作
っ

て
い
る
の
を
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
し
か
も

▲ 東さんは加賀市民病院医療安全管理室の臨床工学
技士です
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ふ
る
さ
と
散
歩
道

　

昭
和
二
三
年
六
月
二
八
日
午
後
五
時
一
三
分
、

中
央
気
象
台
の
発
表
に
よ
る
と
「
昭
和
二
三
年
六

月
二
八
日
の
福
井
地
震
は
、
中
国
・
四
国
地
方
よ

り
関
東
に
い
た
る
広
範
囲
に
わ
た
り
人
体
に
感

じ
た
。
こ
の
地
震
の
規
模
は
一
九
三
〇
年
の
伊

豆
地
震
よ
り
は
大
き
く
、
一
九
二
七
年
の
丹
後
の

地
震
よ
り
は
小
さ
い
程
度
の
地
震
で
あ
っ
た
が
、

福
井
平
野
を
中
心
と
し
て
相
当
大
き
な
被
害
を

出
し
た
。
こ
の
地
震
の
被
害
は
内
陸
地
震
の
も

の
と
し
て
は
有
史
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
あ

る
。

被
害
状
況

一
、建
物
関
係

　

住
宅

　

全
壊
甲
二
三
一
戸　

全
壊
乙
一
一
二
戸

　

半
壊
甲
六
八
六
戸　

半
壊
乙
一
、〇
四
二
戸

　
　

〃
丙
八
二
七
戸　
　

〃
丁
三
五
五
戸

　
　

〃
戊　

七
二
戸

　

非
住
宅　

全
壊
四
五
〇
棟　

半
壊
五
〇
〇
棟

　

工
場　

全
壊
六
〇
棟　

半
壊
七
〇
棟

二
、人
畜
関
係

　

死
者
一
五
名　

重
傷
者
二
三
名　

　

軽
傷
者
二
〇
〇
名　

　

畜
類
の
損
害
額　

一
三
九
、〇
〇
〇
円

（
中
略
）

　

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
「
三
木
村
史
」
は
次
の

よ
う
に
誌
し
て
い
る
。

  

「
罹
災
村
民
は
間
断
な
く
襲
い
く
る
不
気
味
な

余
震
の
中
に
、
住
む
家
な
く
、
寝
る
に
寝
具
な
し

と
い
っ
た
具
合
で
、
附
近
の
空
地
と
か
、
道
路
の

わ
き
に
露
天
の
ま
ま
凡
そ
二
〇
日
余
り
も
過
ご

し
た
。
一
方
電
灯
線
は
切
断
さ
れ
、
全
村
ま
っ
暗

や
み
と
な
り
、
一
晩
中
な
お
襲
い
く
る
激
し
い
余

震
に
お
び
え
な
が
ら
、
僅
か
に
配
給
さ
れ
た
ロ
ー

ソ
ク
で
か
ろ
う
じ
て
日
々
を
過
ご
し
た
の
で

あ
っ
た
。」

　

な
お
地
震
が
お
こ
っ
た
瞬
間
の
模
様
に
つ
い

て
は
小
中
学
生
の
作
文
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、

た
と
え
ば
「
ゴ
ー
と
音
が
し
て
家
が
ひ
ど
く
ゆ
れ

出
し
た
。
柱
が
メ
リ
メ
リ
と
す
さ
ま
じ
い
音
と

共
に
天
井
が
落
ち
て
き
た
。」
と
あ
り
、
ま
た
別
の

作
文
で
は
「
ゴ
ー
と
い
う
音
が
し
て
、
グ
ラ
グ
ラ

と
道
が
動
い
た
。」　

あ
る
い
は
「
ゴ
ー
ッ
と
何
と

も
い
え
な
い
音
と
い
っ
し
ょ
に
家
が
と
び
あ

が
っ
た
。」
等

と
あ
り
、
子

供
達
の
驚
愕

の
様
子
が
あ

り
あ
り
と
わ

か
る
。

（
加
賀
市
史

通
史
下
巻
よ

り
抜
粋
）

問
文
化
課　

☎
７
２
︲
７
８
８
８

▲バルーンの作り方を教える東さん。子どもたちに次々と笑顔が生まれていきます

　

福
井
地
震

▲福井地震で折れまがった弁天橋

終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
楽
し
い
時
間
が
終
わ
る

こ
と
の
悲
し
さ
、
も
う
会
え
な
く
な
る
と
思
う

寂
し
さ
が
表
情
に
出
て
い
ま
し
た
ね
。

　

し
か
し
二
度
目
の
気
仙
沼
市
訪
問
の
時
に
は
、

同
じ
子
ど
も
た
ち
が
、
見
て
い
る
だ
け
で
は
物

足
り
ず
、
触
っ
て
み
た
い
、
作
っ
て
み
た
い
、

と
い
う
態
度
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
変

化
は
環
境
が
改
善
し
た
こ
と
に
よ
る
子
ど
も
た

ち
の
心
の
変
化
だ
と
思
い
ま
し
た
。　

ー�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
通
じ
て
、
何
か
得

た
も
の
は
あ
り
ま
す
か

東　

私
は
加
賀
市
民
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま
す

が
、
以
前
、
自
治
労
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
の
啓
発
活
動
の
助
手
と
し
て
、
時
に
は

全
国
を
回
っ
て
実
技
講
演
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
経
験
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
バ
ル
ー
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
役
立
っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
得
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
は
、
職
場
に
お
け
る
「
医
療
安

全
」
と
い
う
、
患
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
や
、
ス

タ
ッ
フ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

際
の
役
に
も
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
な
る
活
動
を　

　
　
　

ー
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

東　

こ
れ
ま
で
、
地
震
の
被
災
地
や
病
院
に
入

院
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
所
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
の
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、
そ
の
心
の

ケ
ア
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見

た
く
て
バ
ル
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
は
必
ず
子

ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
役
立
つ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
た
ま
た
ま
風
船
で
し
た
が
、

そ
れ
以
外
の
も
の
で
も
同
じ
よ
う
に
心
の
ケ
ア

に
な
る
活
動
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
活
動
に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
い

た
だ
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問
「
バ
ル
ー
ン
の
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
」

　

☎
７
３
︲
５
８
９
０
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2011年（平成23年）

　　　 　●
市　政
チャンネル

１月

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

２
月
４
日
㈯　

13
時
30
分
～
16
時

と�

こ
ろ　

ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀　

ア
ビ
オ
シ

テ
ィ
ホ
ー
ル

内　

容

　

東
日
本
大
震
災

の
支
援
活
動
報
告

と
地
域
の
防
災
力

の
向
上
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

◦�

講
演
会
「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場

か
ら
」　

講
師
：
栗く
り

田た

暢の
ぶ

之ゆ
き
さ　
　

ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事
）

◦
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
我
々
が
で
き
る
こ
と
」

問�

ま
ち
づ
く
り
課　

☎
７
２
︲
７
８
３
５

　

社
会
福
祉
協
議
会　

☎
７
２
︲
１
５
０
０

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！

　

寒
く
な
る
冬
は
、
水
道
管
の
管
理
に
注
意
が

必
要
で
す
。
蛇
口
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な

く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
水
道
管

に
保
温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
い
た
り
、
布
を
巻
い
て

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
で
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す

る
な
ど
、
凍
結
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
元
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
）

を
閉
め
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
水
道
工
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

水
道
課　

☎
７
２
︲
７
９
５
０

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問�

高
齢
者
こ
こ
ろ
ま
ち
セ
ン
タ
ー

　

☎
７
２
︲
８ハ

イ

ハ

ロ

ー

１
８
６

路
線
バ
ス
﹁
吉
崎
線
﹂
に

冬
季
ダ
イ
ヤ
を
導
入

　

市
内
塩
屋
町
、
吉
崎
町
、
永
井
町
、
大
聖
寺

瀬
越
町
お
よ
び
あ
わ
ら
市
吉
崎
町
、
浜
坂
町
に

在
住
の
錦
城
中
学
校
生
徒
が
多
く
利
用
す
る
路

線
バ
ス
「
吉
崎
線
」
の
最
終
便
に
冬
季
ダ
イ
ヤ

を
導
入
し
ま
す
。
冬
期
間
は
、
生
徒
の
部
活
動

終
了
時
間
が
早
く
な
る
こ
と
か
ら
、
利
便
性
や

安
全
性
な
ど
に
配
慮
し
ま
し
た
。

問�

交
通
対
策
室　

☎
７
２
︲
７
８
３
１

　

加
賀
温
泉
バ
ス　

☎
７
３
︲
５
０
７
０

ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
、
読
書
や
美
術
鑑
賞

な
ど
の
個
人
活
動
、
地
区
の
清
掃
活
動
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

参
加
方
法

①�

「
１
０
０
点
運
動
カ
ー
ド
」
を
生
涯
学
習
課

ま
た
は
各
地
区
会
館
で
受
け
取
る
。

②�

１
日
１
点
を
限
度
に
、
活
動
し
た
日
と
活
動

内
容
を
カ
ー
ド
に
自
ら
記
入
す
る
。

③�

１
０
０
点
に
な
っ
た
ら
、
カ
ー
ド
を
生
涯
学

習
課
ま
た
は
各
地
区
会
館
に
提
出
す
る
。

※�

カ
ー
ド
を
手
に
し
た
時
点
か
ら
自
分
の
ペ
ー

ス
で
始
め
ら
れ
ま
す
。

☆
目
指
せ
！
市
民
博
士

　

１
０
０
点
達
成
ご
と
に
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
さ
ら
に
運
動
を
続
け
た
人
に
は
、
３
０
０

点
で
「
市
民
学
士
」
、
５
０
０
点
で
「
市
民
修

士
」
、
１
０
０
０
点
で
「
市
民
博
士
」
の
称
号

を
授
与
し
、
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

�

・
問
生
涯
学
習
課　

☎
７
２
‐
７
９
８
０

虐
待
防
止
講
演
会

　

虐
待
と
は
何
か
、
発
見
し
た
場
合
、
ど
こ
に

連
絡
・
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
虐
待
防
止
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

１
月
28
日
㈯　

10
時
～
11
時
30
分

と�

こ
ろ　

市
民
会
館
３
階　

大
ホ
ー
ル

演�　

題　

虐
待
防
止
～
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま

で
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
～

講　

師　

山
辺
朗さ
え

子こ
さ　
　

ん

（
龍
谷
大
学
教
授
）

か
が
や
き
市
民
大
学
校

１
０
０
点
運
動
を
始
め
よ
う

　

か
が
や
き
市
民
大
学
校
１
０
０
点
運
動
は
、

日
々
の
生
涯
学
習
活
動
を
点
数
と
し
て
所
定
の

カ
ー
ド
に
記
録
し
、
そ
の
点
数
に
応
じ
て
、
市

か
ら
認
定
証
や
称
号
を
授
与
す
る
運
動
で
す
。

　

１
年
の
始
ま
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対�

象
者　

20
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
、
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人

対�

象
活
動　

学
び
や
自
己
の
充
実
の
た
め
に
自

発
的
に
行
う
活
動
。
例
え
ば
、
県
・
市
・
各

地
区
が
開
催
す
る
講
座
・
教
室
の
受
講
、
ス

吉崎線
（最終便） 大聖寺駅 関町 永井新 吉崎 塩屋

夏季（現行）
ダイヤ 18:45 18:49 18:55 18:59 19:01

冬季（新）
ダイヤ 18:15 18:19 18:25 18:29 18:31

※ 平成23年度は1月から冬ダイヤを実施します。
※ 平成24年度以降は4月～9月を夏ダイヤ、
　10月～翌3月を冬ダイヤとします。

かがやき市民大学校100点運動

点 期日 実践内容
1 1/1 書き初め

2 1/2 羽子板作り

3 1/4 清掃ボランティア

4 1/10 ウオーキング

5 1/12 健康サークル

6
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ラ
ル
コ
ー
ト

内　

容　

◦�

学
校
・
学
科
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、
生
徒
の
作

品
展
示
（
27
日
～
29
日
）

◦�

ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教
室
と
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
28
日
・
29
日
の
10
時
～
12
時
）

◦�

ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
、
マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
実
演

（
28
日
・
29
日
の
13
時
、
14
時
、
15
時
、
16
時
）

◦�

名
前
シ
ー
ル
の
作
成
（
28
日
・
29
日
の
10
時

～
16
時
）

問
石
川
県
立
大
聖
寺
実
業
高
等
学
校

　

☎
７
２
︲
０
７
１
５

こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　

こ
こ
ろ
の
病
や
精
神
障
が
い
を
正
し
く
理
解

す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

定　

員　

30
人
（
原
則
、
４
回
参
加
で
き
る
人
）

受
講
料　

無
料

申
込
締
切
日　

１
月
13
日
㈮

�

・
問
社
会
福
祉
法
人　

朋
友
会　

地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
か
が

　

☎
７
２
︲
７
７
７
９
（
担
当
：
林
）

　

障
が
い
福
祉
課　

☎
７
２
︲
７
８
５
２

視
覚
障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
周
辺
機
器
（
音
声
ソ
フ
ト
な
ど
）

を
使
っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
受
信
の

利
用
法
を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で
す
。

と�　

き　

２
月
６
日
㈪
、
２
月
８
日
㈬
、
２
月

13
日
㈪　

10
時
～
15
時
（
13
日
は
午
前
の
み
）

と
こ
ろ　

ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀
２
階　

研
修
室

対�　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
障
が
い
）

が
あ
る
人

定　

員　

４
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

無
料
（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
必
要
）

申
込
締
切　

１
月
23
日
㈪

�

・
問��

障
が
い
福
祉
課　

☎
７
２
︲
７
８
５
２

　

5
７
２
︲
７
７
９
７

　

石
川
県
視
覚
障
害
者
協
会

　

☎
０
７
６
︲
２
２
２
︲
８
７
８
１

平
成
24
年
加
賀
市
成
人
式

と
き
・
内
容　

４
月
１
日
㈰　

　

10
時
～
受
付
、
11
時
～
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

　

11
時
30
分
～
式
典
、
12
時
～
記
念
撮
影

と�

こ
ろ　

加
賀
市
文
化
会
館

対�　

象　

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成
４
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

参
加
方
法

◦ 

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
加
賀
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
人

　

３
月
初
旬
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

◦�

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
加
賀
市
に
住
民

登
録
の
な
い
人

　

�

現
在
、
市
内
在
住
ま
た
は
中
学
校
卒
業
時
ま

で
市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
出
席
を
希
望

す
る
人
は
２
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
氏
名
・
生
年
月
日
、
案
内
状
の

送
付
先
、
電
話
番
号
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
電
話
可
）

�

・
問
生
涯
学
習
課　

☎
７
２
︲
７
９
８
０

第
18
回 
実
高
展

　

大
聖
寺
実
業
高
等
学
校
に
よ
る
学
校
紹
介
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

１
月
27
日
㈮
～
１
月
29
日
㈰

※
内
容
に
よ
り
日
時
が
異
な
り
ま
す
。

と�

こ
ろ　

ア
ビ
オ
シ
テ
ィ
加
賀
１
階　

セ
ン
ト

と　き ところ 内　容 講　師

1月22日㈰
13時30分～15時30分

市民会館
（大ホール）

【公開講座】
精神に障害のある方の
理解（シンポジウム）

栄 セツコさ　
　ん（桃山学

院大学准教授）
喜多昌恵さ　

　ん（社会福
祉法人朋友会）ほか

2月9日㈭
13時30分～15時30分

市民会館
（会議2）

統合失調症について
学ぼう！

喜多克尚さ　
　ん（加賀こ

ころの病院医師）
2月13日㈪～22日㈬の
うち1日　10時～15時

地域活動支援
センターかが 施設利用者との交流 社会福祉法人朋友会

職員、利用者
2月23日㈭
13時30分～15時30分

市民会館
（会議2）

社会資源を知ろう
（座談会）

林　啓司さ　
　ん（社会福

祉法人朋友会）
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◆議会情報　1月の議会・委員会

会議名
と　き（上段）
ところ（下段）

総務委員会
10日㈫　10時～
301会議室

教育民生委員会
11日㈬　10時～
301会議室

産業建設委員会
12日㈭　10時～
301会議室

全員協議会
20日㈮　13時30分～
301会議室

子ども議会
※�詳しくは13頁を
ご覧ください。

29日㈰　10時～
議場

※ 日程は変更することがあります。
※傍聴は先着順です。
※ 特別委員会（基地対策、議会活性化、

観光・交通、医療体制）についてはお
問い合わせください。

※議会ホームページにも掲載しています。
問議会事務局　☎72-7965

◆施設情報　1月の開館時間と休館日

施設名・
問い合わせ先

開館時間（上段）

休館日（下段）

加賀ごみ処理施設、
リサイクルプラザ、
廃棄物処分場
☎73‐5600

9時～16時

1～4、9、11、18、
25日

グリーン・
シティ山中
☎78‐5374

9時～16時

1～4、9、11、18、
25日

いきいきランド
かが ＡＩＭ　ＢＳ
☎72‐8011

10時～22時

1～4、11、18、
25日

ゆけむり健康村
ゆーゆー館
☎78‐5546

10時～22時

10、17、24、31日



政 ャ ネ

　

こ
の
助
成
を
受

け
て
、
市
で
は
住

民
の
防
災
意
識
の

向
上
お
よ
び
自
主

防
災
組
織
の
連
携

強
化
を
目
的
に
、

訓
練
用
の
防
災
資

機
材
を
整
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
総
合
的
な
防
災
訓

練
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

資
機
材
の
一
部
は
、
消
防
各
分
署
を
通
じ
て

貸
し
出
し
も
可
能
で
す
。
貸
し
出
し
を
希
望
す

る
場
合
は
、
近
く
の
消
防
分
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
大
聖
寺
分
署　

☎
７
３
︲
０
１
１
９

　

片
山
津
分
署　

☎
７
４
︲
０
１
１
９

　

山
代
分
署　
　

☎
７
７
︲
０
１
１
９

　

山
中
分
署　
　

☎
７
８
︲
０
１
１
９
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片
山
津
温
泉
商
店
街
に

出
店
し
ま
せ
ん
か

　

「
加
賀
片
山
津
温
泉 

街ま
ち

湯ゆ

」
の
整
備
と
連

携
し
、
商
店
街
に
新
規
出
店
す
る
事
業
者
に
対

し
、
開
店
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
１
次
募
集
で

は
３
件
の
採
択
が
あ
り
、
今
回
は
追
加
募
集
と

な
り
ま
す
。

助�

成
金
額　

内
外
装
工
事
費
、
備
品
費
、
広
告

宣
伝
費
な
ど
の
諸
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
１
０
０
万
円
）

募
集
件
数　

７
件

応�

募
方
法　

所
定
の
事
業
計
画
書
な
ど
を
片
山

津
商
工
振
興
会
に
提
出

応
募
期
限　

１
月
31
日
㈫

選�

考
審
査　

２
月
中
旬
に
、
面
接
・
書
類
審
査

を
行
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

片
山
津
温
泉
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
商

店
街
の
貸
し
店
舗
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�

・
問
商
工
振
興
課　

☎
７
２
︲
７
９
４
０

　

片
山
津
商
工
振
興
会　

☎
７
４
︲
７
７
７
８

か
が
創
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
加
賀
商
工
会
議
所
が

連
携
し
、
創
業
へ
の
第
一
歩
を
支
援
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。
創
業
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

と　

き　

２
月
９
日
㈭　

19
時
～
21
時

と�

こ
ろ　

加
賀
商
工
会
議
所

定　

員　

30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問
商
工
振
興
課　

☎
７
２
︲
７
９
４
０

�

・
問
加
賀
商
工
会
議
所　

☎
７
３
︲
０
０
０
１

　

障
害
者
地
域
支
え
合
い
セ
ミ
ナ
ー

あ
な
た
も
今
日
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー

と　

き　

１
月
22
日
㈰　

13
時
～
16
時
30
分

と�

こ
ろ　

野
々
市
市
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

（
野
々
市
市
本
町
５
︲
４
︲
１
）

内　

容

◦�
講
演
会
「
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
当
た
り

前
に
暮
ら
す
こ
と
～
ド
ラ
マ
『
光
と
と
も
に

～
自
閉
症
児
を
抱
え
て
』
の
脚
本
を
手
が
け

て
感
じ
る
こ
と
」

　

講
師
：
水み
ず

橋は
し

文ふ

美み

江え
さ　
　

ん

（
脚
本
家
）　

◦�

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
「
障
害
の
あ
る
方
の
暮
ら

し
を
学
ぼ
う
～
障
害
者
本
人
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
石
川
県
相
談
支
援
専
門
員
協
会

　

☎
０
７
６
１
︲
４
４
︲
５
５
５
８

平
成
23
年
度 

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
・
試
験
会
場
・
試
験
種
類

◦�

２
月
12
日
㈰　

　

�

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　

10
時
～　

�　
　

乙
種
第
４
類

　

13
時
30
分
～　

�

甲
種
、
乙
種
第
１
～
６
類
、

丙
種

◦�

２
月
19
日
㈰　

小
松
商
工
会
議
所

　

10
時
～　

�　
　

乙
種
第
４
類

　

13
時
30
分
～　

�

甲
種
、
乙
種
第
１
・
２
・
３
・

５
・
６
類
、
丙
種

受
験
料　

甲
種　

５
、
０
０
０
円

　
　
　
　

乙
種　

３
、
４
０
０
円

　
　
　
　

丙
種　

２
、
７
０
０
円

願
書
受
付
期
間　

１
月
４
日
㈬
～
１
月
13
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

願�

書
受
付
場
所　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

石
川
県
支
部　

〒
９
２
０
︲
０
９
０
１　

金

沢
市
彦
三
町
２
︲
５
︲
27
名
鉄
北
陸
開
発
ビ

ル
７
階　

☎
０
７
６
︲
２
６
４
︲
４
８
８
４

※�

願
書
は
消
防
本
部
・
各
消
防
分
署
に
あ
り
ま

す
。

問�

予
防
課
（
予
防
係
）　

☎
７
２
︲
０
１
１
９

　

宝
く
じ
助
成
で

地
域
防
災
組
織
の
育
成
を
推
進

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
安
全
な
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
活
動
へ
の
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▲ ▲

消火訓練用の水消火器
や避難所訓練用のポータ
ブルトイレなど、全 27 種
類の訓練用資機材を購入し
ました
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伝言板・市民相談

　掲載を希望する人は「広報かが」発行日（毎月１日）の
25日前までに企画課に連絡してください。
（公共性がなく営利目的のみのものは掲載不可）

みんなの
伝 言 板
みんなの
伝 言 板

【イベント】はづちを楽堂（１月）
とき・内容：15日㈰、29日㈰10時～陶芸教室（オリジナルの焼き
物づくり。作るものや大きさは自由です/参加費：2,000円）
28日㈯10時～手前みそ教室（加賀の大豆とコシヒカリの麹を使っ
て味噌を仕込みます/参加費：2,000円）
問ＮＰＯ法人はづちを　☎77-8270

【イベント】 竹の浦館イベント（１月）　
とき・内容（参加費）：
21日㈯10時～草木染め教室（1,000円）
22日㈰ 9時～味噌作り教室（10㎏：5,500円）
28日㈯10時～布ぞうり作り教室（1,500円）
問NPO法人竹の浦夢創塾　☎73-8812

【講習会】平成23年度　石川県ふぐ処理資格者試験準備講習会
　石川県では平成18年にふぐ条例が施行され免許制になりまし
た。試験に向けての事前準備講習会です。
と　き:2月1日㈬　実技9時～12時、学科13時～16時30分
ところ: 金沢勤労者プラザ（金沢市北安江3-2-20) 　
受講料：23,000円（テキスト代含む）　
定　員：30人程度　申込締切:定員になり次第
申込方法:申込書に必要事項を記入し㈳石川県調理師会へ郵送　
申込書は㈳石川県調理師会、石川県薬事衛生課、最寄りの保健福
祉センター、地域センターにあります。
問㈳石川県調理師会　☎076-261-0144

【募集】 放送大学4月入学生
　働きながら学んで大学を卒業したい人、学びを楽しみたい人を
募集します。1科目から学べる通信制の大学です。募集締切:2月29
日㈬　問放送大学石川学習センター（石川県野々市市扇が丘7-1）
☎076-246-4029

無料市民相談無料市民相談
■ 総合相談（心配ごと・人権・行政・家庭）
10時～15時
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-1111
1月13日㈮　山代地区会館　　　☎76-0018
1月20日㈮　片山津地区会館  　 ☎74-0350
1月27日㈮　山中温泉文化会館　☎78-3311

■ 法律相談
13時～16時　市民会館
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-1111
【予約制】受付順に各回6人
（　）内は予約開始日です。
1月18日㈬（1月11日㈬　8時30分～）            
1月25日㈬（1月18日㈬　8時30分～）            
2月 1日㈬（1月25日㈬　8時30分～）
■ 多重債務相談　13時～16時　
市役所相談室【予約制】受付順に各回3～4人
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854
1月12日㈭、19日㈭、26日㈭
　（受付は月～金曜日の9時～17時）

■ 消�費生活相談
（ 悪質商法や訪問販売、商品の苦情などの相談）
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854
　（受付は月～金曜日の9時～17時）

■ 育成相談（月～金曜日）
相談受付　9時～17時
問青少年育成センター　☎73-0118

■ こころの電話（月～金曜日）
相談受付　9時～20時　☎73-0117

■ あいりす女性相談室（電話相談）
毎週火・金曜日（12時30分～15時）
　☎73-5527

   　

「収入」と「所得」の違い
　「収入」と「所得」は違う意味の言葉です。
 「収入」とは会社員の場合、源泉徴収票の
支払金額欄に記載されている金額のことで、
所得税や社会保険料などを差し引く前の
金額です。事業所得者の場合には、売上金
額などをいいます。
 「所得」とは、収入からその収入を得るため
に支出した必要経費を差し引き、残った金
額のことです。ただし、給与と公的年金につ
いては、必要経費に当たる支出がないので、
一定の割合で経費に代わる金額の給与所
得控除額、公
的年金など控
除額を差し引
いて所得を計
算します。
問税料金課
（市民税係）　☎72-7815

   　

～注文していないのに商品が届いた～
　事前に何も連絡せず一方的に商品を
送りつけ、代金を請求するものを「送りつ
け商法」といいます。
　申込みをしていないので契約は成立し
ていません。代金を支払う必要はなく、届
いた商品は１４日間保管し、それを過ぎれ
ば処分してよいとされています。
　業者に引き取ってほしい旨伝えた場合
は、その日から７日間が過ぎれば自由に
処分できます。
　トラブルを避ける
ために、本人に確認
できない場合は受
取拒否をしましょう！
    困ったときは、ま
ず、ご相談を！
問�地域福祉課
（消費者相談窓口）　☎72-7854

 　

Ｕターン就職を支援します！
　若者の市外への
流出はほかの年代
に比べて多く、市の
人口減少の一因と
も考えられます。
　市外へ転出した加賀市出身の若者の
Ｕターン就職と定住促進を支援します。
　20歳〜35歳未満のＵターン就職者で、
市内事業所に正規雇用された若年者（新
卒者および新卒扱いの者を除く）に、奨励
金を支給します。あわせて対象者を正規
雇用した事業者にも奨励金を支給します。
奨励金の額
　Ｕターン就職者　　　　　　　10万円
　事業者　　　対象者１人あたり30万円
　要件など詳しくは、市ホームページを
確認いただくか、お問合せください。
問�商工振興課　☎72-7940

税 料 金 豆知識 就職応援団！消 費 生 活 相 談消
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広告募集中です‼
　市内各世帯に配布するほか、公

共施設、スーパー、金融機関など

にも配置している「広報かが」に

広告を掲載しませんか。

　詳しくは広報統計係に問い合わ

せてください。市ホームページも

ご覧ください。

●申込者の資格

　市内に在住または事業所を有し

　市税を滞納していない人など

●広告掲載料

　3,000円～150,000円
　※広告の大きさにより変わります。

＊申込・問い合わせ先

　企画課（広報統計係）

　☎72‐7802

22

と し ょ か ん
Library

メルマガ登録はこちら　　
http://www.city.kaga.
ishikawa.jp/mmagazine/

おすすめ図書

一般向け　『オトことば』
乙
お と

武
た け

洋
ひ ろ

匡
た だ

/著　文藝春秋

一般向け　『感動する！数学』
桜井  進/著　海竜社

小学生向け 　『甲骨もじであそぶちゅうごくの十二支のものがたり』
おうようかりょう/甲骨もじ　せき とみこ/お話　みかみ まさこ/構成　JULA出版局

小学生向け　『小公女』
F・H・バーネット/作　高

た か

楼
ど の

方
ほ う

子
こ

/訳　E・F・ベッツ/画　福音館書店

小坂由貴子/著　河出書房新社　
　安心できる材料とお好みの素材を
使って手作りの石けんを作ってみませ
んか？
　かわいいスイーツ石けんなので手洗
いがとても楽しくなります！

一般向け　『自然素材で肌にやさしい　
　　　　　　手作りのスイーツ石けん』

ジェラルド・ローズ／文・絵　ふしみ みさを／訳
岩波書店　
　トラは宮殿で王様一家がトラ皮の
じゅうたんの上でごちそうを食べるの
を見て、仲間に入りたいと思いました。
じゅうたんと入れ替わったトラに思いも
かけない出来事が・・・。

1月のイベント
会場 内　容 対象者 開催日時
中
央
図
書
館

ちょびっこおはなし会 乳幼児 5日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭　10時～

おはなしの森 幼児・児童 8日㈰・15日㈰・22日㈰・29日㈰　14時～

山
中
図
書
館

おはなしの泉 幼児・児童 7日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯　１0時30分～
すくすくおはなし会 乳幼児 10日㈫　10時30分～
おでかけ図書館 児童 18日㈬　1１時～（山中児童センター）
冬の日のおはなし会 幼児・児童 29日㈰　10時30分～

とんちんかん人形劇
      「なんにもせんにん」

▲ 12月4日㈰山中図書館

今月の休館日　1、2、3、9、16、23、30日
開館時間　㈫～㈮は9時～19時、㈯・㈰は9時～18時
問中央図書館　☎73-0888　山中図書館　☎78-4441

: http://www.kagalib.jp/

■中央図書館空調工事のお知らせ■
平成２４年２月末まで空調設備改修工事を行います。ご不便をおかけしますがご協力お願いします。

幼児･児童向け　『トラのじゅうたんに　
　　　　　　　なりたかったトラ』



カメラ ルポ

　各コーナーの関心度や読みやすさをお聞きします。
携帯電話で右のＱＲコードを読み込んで回答してください。
問�企画課（広報統計係）　☎72-7802 

皆さんの
声を聞かせて
ください！

広報かが 
読者アンケート

石川県地域づくり表彰

　住民が主体となり先進的な地域づくりに取り組んでいる団体・
個人を表彰する石川県地域づくり表彰が、羽咋市のコスモアイル
羽咋で行われました。加賀市からは「勅使・東谷口乗合タクシー運
行協議会」と「深田久弥を愛する会」が出席し、奨励賞を受賞しま
した。（11月20日）

バス利用デー　寺前市長もバスで出勤
　バスの便利さや楽しさを知り、市民が通勤や通学、買
い物などにバスを積極的に利用するきっかけとするため、
11月18日～20日までの3日間を「バス利用デー」としま
した。18日は寺前市長もバスで通勤しました。

今月の表紙アレコレ

　厳粛な雰囲気の中、1人ひ
とりが自身の目指す看護師像
を発表し、看護の道に進む
決意を新たにしました。今後、
学生たちはこの日の誓いを胸
に、加賀市民病院・施設など
の実習に入ります。

加賀の食材を首都圏でアピール「加賀の晩餐会」　

“加賀東谷”山野草かふぇで、よもぎだんご作り

　ラムサール条約40周年を記念し、片野鴨池の坂網猟で捕
れた「坂網鴨」を中心に、橋立のズワイガニ・香箱ガニ、
三谷地区里山の山菜、アイガモ有機米、ぶどうビネガー、
地元酒蔵の酒、市内産蜂蜜など加賀の自慢の食材を活用し
た晩餐会が開かれました。会場のレ・クレアシヨン・ド・
ナリサワ（東京都港区南青山）では、日本野鳥の会会長の
柳生博氏をはじめ、日本政府観光局理事長の松山良一氏、
JR東日本会長の大塚陸

むつ

毅
たけ

氏、評論家の西部 邁
すすむ

氏、料理人

の道場六三郎氏、TBSの杉尾秀哉
氏など各界著名人30人を迎え、加
賀の食の魅力をアピールしました。
　世界ベストレストラン12位の成
澤由浩シェフの手により、九谷焼
や山中漆器とともに優雅な料理に仕上げられた加賀の食材
は、多くの賞賛を受け、参加者からは「加賀のファンに
なった」との声も多くいただきました。（12月5日）

▲ 坂網猟で捕獲された天然鴨
にのみ付けられるタグと認
定証

　国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された“加賀
東谷”を満喫しようと開
催されたイベントに市内
外から24人が参加しまし
た。山野草かふぇ名物の
かわらよもぎの草だんご
作りを体験し、昼食には
地元の野菜をふんだんに
使った野菜カレーをいた
だきました。また、午後
は集落を散策し「赤瓦と
煙出しの里」を満喫しま
した。（12月11日）
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健康・医療情報

　

　　　　

  タバコについての講演会と体験・展示コー
ナーを通じて楽しく学んでみませんか。
  タバコを吸う人も吸わない人も、お気軽
にご参加ください。

と　き：1月29日㈰
            13時30分～16時
ところ：�アビオシティ加賀 

アビオシティホール
講演1 ：「煙のないまちづくりを目指して
　　　　　～加賀市が目指す
　　　　　　　"きれいな空気"のまちづくり～」
　　　　　　　　　加賀市市民部長　嶽野　和保

講演2 ：「多治見市の喫煙対策
　　　　　　　～公共施設の禁煙化を中心に～」
講　師　岐阜県多治見市市民健康部　
　　　　保健センター　道林　千賀子氏
　
■健康チェックコーナー
　・血管推定年齢測定
　・スモーカライザー
　　(呼気中一酸化炭素濃度の測定)
　・骨密度測定
　・歯の健康相談　他
■禁煙応援コーナー
　・禁煙についての相談
　( 禁煙パッチ、服薬相談 )
■展示コーナー
　・学校での喫煙防止教育　他
問健康課　☎72-7866

タバコについて考えるフォーラム in かが 2011
～タバコの真実－煙のないまちづくりを目指して－～

    申込不要、入場無料

休日（夜間）　当番薬局
と　き 当番薬局名 電話番号
 2日㈷ 山代あおぞら薬局 （山　代） ☎77-6000
 3日㈫ 車谷薬局 （山　代） ☎76-1171
 8日㈰ シメノドラッグ山代薬局（山　代） ☎77-5501
 9日㈷ 山中薬局 （山　中） ☎78-0327
15日㈰ クスリのアオキ山代薬局（山　代） ☎77-7100
22日㈰ 大中薬局 （片山津） ☎75-4411
29日㈰ 小林薬局 （片山津） ☎74-0205

〈 開局時間〉9時～18時　※前日20時～翌日9時は、下記の電
話またはインターホンにより対応します。

問加賀薬剤師会当番薬局　☎090-4682-5941

乳幼児健診 受付時間：13時～14時
ところ：健康課（市民会館内）

内　容 と　き 対　　　象

4カ月半児
13日㈮ Ｈ23. 8.16～ 8.31生
27日㈮ Ｈ23. 9. 1～ 9.15生

1歳6カ月児 17日㈫ Ｈ22. 6. 1～ 6.15生
24日㈫ Ｈ22. 6.16～ 6.30生

3歳2カ月児 12日㈭ Ｈ20.10. 1～10.15生
19日㈭ Ｈ20.10.16～10.31生

健康教室　【要予約】  　
マタニティクラス（山中温泉医療センター）
対　象：妊娠5カ月以上（他院の通院問わず）　と　き：21日㈯
教　室：13時30分～15時30分
持ち物：母子健康手帳、飲み物、動きやすい服装で
内　容：マタニティストレッチ、口腔ケア
申　込： 山中温泉医療センター産婦人科　平日13時～17時　☎78-0301
マタニティ教室〜足湯とマタニティフラダンス〜（加賀市民病院）
対　象：妊娠12週以上（他院の通院問わず）　と　き：13日㈮
教　室：14時～16時
持ち物：母子健康手帳、足拭きタオル、バスタオル
集合場所：14時までに正面ロビー（テレビ前）に集合
申　込： 加賀市民病院新生児室（マタニティフラ係）　平日14時～16時　☎72-2100

ところ：健康課（市民会館内）
妊娠期パパママ教室
と　き：（2回目） 8日㈰　内容：妊娠中の体と食生活
  　　　　(3回目）22日㈰　内容：沐浴体験と助産師の講話
対　象：妊娠期のママとパパ　
受　付：9時45分～10時　             教　室：10時～12時
持ち物：母子健康手帳、母子保健テキスト
7カ月児離乳食教室
※赤ちゃんのお出かけセットを忘れずに！
対　象：平成23年6月生まれ　       と　き：18日㈬　
受　付：9時30分～10時　             教　室：10時～11時30分
持ち物： 母子健康手帳、乳児相談問診票（7カ月）［記入したもの］

10カ月児子育て教室
※赤ちゃんのお出かけセットを忘れずに！
対　象：平成23年3月生まれ　      と　き：12日㈭　
受　付：9時20分～9時50分 　        教　室：9時50分～11時30分
持ち物： 母子健康手帳、乳児相談問診票（10カ月）［記入したもの］

2歳児かみかみ教室
内容：口腔内PHテスト、歯科衛生士の講話、ブラッシング指導
対　象：平成21年12月、平成22年1月生まれ　と　き：16日㈪　
受　付：9時15分～9時25分 　        教　室：9時25分～10時30分
持ち物： 母子健康手帳、おしぼり、お茶（お水）、お出かけに必要なもの

予防接種
内　容 と　　　き 対　　　象
ＢＣＧ 11日㈬、18日㈬ 生後3～6カ月未満

ポリオ 1月～3月はお休みです。

健康相談【要予約】ところ：健康課（市民会館内）
内　容 と　き 受付時間

骨密度、血圧
測定相談 16日㈪、30日㈪ 9時～16時

対象：20歳以上の人

問健康課（健康増進係）　☎72-7866
http://www.city.kaga.ishikawa.jp/mmagazine/

健診・予防接種情報

受付時間：13時30分～14時30分
ところ：健康課（市民会館内）

24広報かが  2012.01



Health Information

加賀市 休日当番医
診療科など 医療機関名 電話番号 1日㈷ 2日㉁ 3日㈫ 8日㈰ 9日㈷ 15日㈰ 22日㈰ 29日㈰

加賀市医師会休日診療（内科）
加賀市民病院内

（大聖寺） ☎72-2100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

休
日
当
番
医

内　 科
林内科医院 （大聖寺） ☎73-1110 △ △ △ △ △ △
橋本医院 （大聖寺） ☎72-1150 △
いしぐろクリニック （大聖寺） ☎73-0012 ■ ■ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

内 科
久藤総合病院 （大聖寺） ☎73-3312

◎ ◎ ◎ ◎ ◎
外　 科 ◎
整 形 ◎ ◎
整形外科 別所おんせんクリニック（別所町） ☎76-4577 △ △ △ △ △ △ △ △

小 児 科

刈谷医院 （山代温泉）☎77-6116 △
山中温泉医療センター (山中温泉） ☎78-0301 △
うわだな小児科医院 (下河崎町) ☎73-0998 △
竹谷小児科医院 (大聖寺） ☎73-6800 △
加賀市民病院 (大聖寺） ☎72-2100 △

石川病院（手塚町　☎74-0700）診療科は日直担当医により異なりますので、事前に電話でお問い合わせください。
山中温泉医療センター（☎78-0301）の土曜日の外来（午前中）は、事前に電話でお問い合わせください。
南加賀急病センター（小松市民病院南館1階☎0761-23-0099）内科、小児科。月～土19時～22時30分、日・祝日9時～22時30分

びょういん
つうしん
びょういん
つうしん
びょういん
つうしん

今月は「山中温泉医療センター」のお話

 禁煙外来　山中温泉医療センターは
                　  禁煙を希望する皆さんを応援します

救急医療の問い合わせ先　☎73-2299（消防本部）

携 帯 電 話
休日当番医◎ : 9時～17時、○ :   9時～12時30分

△ : 9時～12時、■：13時～17時

献血
　
今月はありません。

※加賀市民病院と山中温泉医療センターは、救急告示病院です。診療時間中の受診にできるだけご協力ください。

●喫煙規制が強化されます
　路上喫煙の禁止や、タバコの値上げなど喫煙に対
する規制は強化されてきています。
　今般、労働安全衛生法が改正され、事業所内の喫
煙が原則禁止となる見込みです。（飛行機並みの気
密性の喫煙室が必要！）
●ベランダで吸うのは無意味！
　喫煙は放射能とは比較にならないレベルの発がん
性（2,000ミリシーベルト相当）があるほか心臓病、
慢性呼吸不全の原因になるなど、百害あって一利な
しです。また、タバコの火のついた先から出る煙
（副流煙）には喫煙者自身が吸い込む煙（主流煙）
の数倍以上の有害物質を含んでいるため非常に危険
です。

ベランダや換気扇の下などで吸っても、わずかなすき
間や喫煙者の呼気からも有害物質が入り込みますので、
効果はありません。家族の健康のためにも禁煙をお勧
めします。
●お気軽にご相談ください
　当センターでは禁煙外来を
週2回（火・金曜午後）行っ
ています。貼り薬（ニコチン
パッチ）、飲み薬（チャンピ
ックス）を使用して無理なく
禁煙ができるプログラムを用
意しています。昨年度実績で83.3%の人が禁煙に成功
しています。まずはお気軽にご相談ください。　
問山中温泉医療センター　☎78-0301　

こどもの救急ホームページ　http://kodomo-qq.jp
(夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか判断の目安
を提供しています）※加賀市ホームページからリンクしています。
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1月の催し※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。

♦山中座舞台開き舞初め鑑賞会
　2日㉁　13時～
　料金：前売1,200円　当日1,500円
♦「山中節四季の舞」定期上演
　山中節の唄と踊りをお楽しみく
ださい。
　毎週土・日曜日および祝日
　15時30分～16時30分
　料 　金： 大人700円、小学生以下350円、入浴券付き1,000円

●住所：山中温泉薬師町ム1　☎78-5523　●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　●入館料：無料

♦魯山人をめぐる人々
　魯山人に大きな影響を与え
た細野燕

えん
台
だい

と初代須田菁
せい

華
か

の
作品を、魯山人の作品と合わ
せてご覧ください。

　4月3日㈫まで
　

●住所：山代温泉18-5　☎77-7111　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　九谷焼窯跡展示館

♦再興九谷「組
くみ

物
もの

」展　16日㈪まで

♦河上龍三展　～作品と下絵と関連資料～
　窯元北出窯の3代目北出塔次郎に従事し、一門中の逸才と言わ
れた龍三。独立後、自分の名「龍三」銘を用いて作品を制作できた
のは病魔に襲われるまでの約10年間であったため、龍三銘作品
数は決して多くはありません。惜しまれつつも亡くなった龍三の
作品や資料の一端をご覧ください。　18日㈬～4月16日㈪

●住所：山代温泉19-101番地9　☎77-0020　●開館：9時～17時（入館は16時30分
まで）　●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般310円　75歳以上150円

 ▲吉田屋窯　椿図琵琶形向付（花紺青）　5客

 ▲ 魯山人（福田大観）の富士山図。1月31日
㈫まで展示しています

　鴨池観察館

1月の各施設の休館日
九谷焼美術館 1日、16日、23日、30日
加賀アートギャラリー 1日、3日、10日、17日、24日、31日
雪の科学館 4日、11日、18日、25日
魯山人寓居跡いろは草庵 4日、11日、18日、25日
九谷焼窯跡展示館 1日、10日、17日、24日、31日
深田久弥山の文化館 1日、3日、10日、17日、24日、31日
芭蕉の館 4日、11日、18日、25日
※  北前船の里資料館、鴨池観察館、山中座は年中無休です。

　魯山人寓居跡　いろは草庵
■1月の鴨池
　初夢で見ると縁起がいいも
のとして「一富士二鷹三茄子」
があります。鴨池では富士と
茄子は用意できませんが、タ
カはよくやってきます。オオ
タカやノスリ、運が良ければ
クマタカやオジロワシも見ら
れます。普段は見つからない
ように隠れていますが、カモ
やガンが飛び立つと、一直線に襲いかかります。
　まだ初夢を見ていない人は、鴨池でタカの狩りを目に焼き付
ければ、初夢でタカを見られるかも！ 

♦�冬のバードウオッチング
　マガンの飛び立
ちは、その日の天
候、風向き、猛

もう
禽
きん

類がいるかいない
かなど、さまざま
な要因で変化しま
す。一度来た人も、
何度か見て比べて
みてください。

　 15日㈰、22日㈰　6時30分～（自由解散）
　持 ち物：双眼鏡（貸出あり）、暖かい服装
　 参 加費：無料（別途、入館料が必要）

●住所：片野町子2-1　☎72-2200　●開館：9時～17時（入館は16時30分ま
で）　●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

　山中座

▲カモを捕まえたオオタカ

　芭蕉の館
　築100余年の木造宿屋建築と美
しい庭園の館です。
♦常設展
　芭蕉ゆかりの品や人間国宝
「川北良造」の作品などを多数
展示しています。

●住所：山中温泉本町二丁目ニ86-1　☎78-1720　
●開館：9時～17時　●休館日：水曜日　●入館料：100円

▲ 鴨池から一斉に飛び立つガン

　深田久弥　山の文化館
♦聞こう会「ふるさとの山はありがたきかな」
　※聴講無料
　22日㈰　13時30分～15時
　講 　師：荒井喜市さ　

　ん（深
田久弥山の文化館副館
長）

●住所：大聖寺番場町18-2　☎72-3313　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般300円　75歳以上150円

▲ 大和火鉢のある部屋でゆっくりと

▲ 山中節四季の舞
▲富士写ヶ岳から望む白山
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施設ガイド ※ このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。

　九谷焼美術館

♦魅惑の九谷優品展（後期展）　3月31日㈭まで

♦「湖
こ

東
とう

焼
やき

と九谷焼」展　～青手と赤絵細描の競艶～
　幕末に彦根藩井伊家の御用窯
として最盛期を迎え、数多くの
優品を生み出した湖東焼。上絵
作品には赤絵細描や青手といっ
た、九谷焼と共通する様式の作
品も少なくありません。職人や
技術が行き来した湖東焼と九谷
焼、2つの焼き物の優品約70点を
紹介します。 

　2月5日㈰まで

♦新春特別陳列「龍と鳳
ほう

凰
おう

」
　新年の干支である龍と、名君によ
る新たな世の幕開けを告げる鳳凰。
瑞獣を描いた華やかな赤絵金彩の名
品で新春を祝い、館内の一画を鮮や
かに彩ります。

　2日㉁～2月5日㈰

　
　

●住所：大聖寺地方町1-10-13　☎72-7466　●開館：9時～17時（入館は16
時30分まで）　●休館日：月曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　
75歳以上250円 　◆館内無料ガイドツアー：当館では、学芸員・解説ガイド
による館内のご案内をしています。どうぞご利用ください。

♦常設展　いまよみがえる 加賀江沼の美術
　新年の干支「辰」にちなみ、九

く

鬼
き

辰
たつ

吉
きち

作の「錆
さび

絵
え

龍
りゅう

杯
はい

洗
せん

」「錆
さび

絵
え

龍
りゅう

文
もん

鉢
ばち

」（加賀市指定文化財）を
特別公開しています。

♦企画展　大聖寺藩 十万石の文化
　江戸時代に加賀国江沼郡（加賀市）
を統治した大聖寺藩は、九谷焼や絹織
物など今も息づく文化・産業の発展の
礎を築きました。大聖寺藩の姿を残さ
れた貴重な資料の数々でたどります。
　9日㈷まで

♦第34回JAバンクいしかわ「くらしの絵」展
　2日㉁～9日㈷
♦加賀市小中学校書き初め展　13日㈮～16日㈪
♦第68回北國写真展 加賀展　13日㈮～18日㈬
♦土筆会書き初め展　20日㈮～22日㈰
♦キッズランドいなみえん  こどもアート展　27日㈮～29日㈰

♦今月の水彩画教室　9日㈷　講師：長谷川 清さ
ん

♦今月の筆ペン教室　18日㈬　講師：浜 春
しゅんすい

水さ
ん

●住所：作見町リ1-4　☎72-8787　●開館：10時～18時（入館は17時30分
まで）　●休館日：火曜日（祝日は開館）、展示替期間　●入館料：展示内
容によって変わります

　加賀アートギャラリー（加賀市美術館）

　中谷宇吉郎 雪の科学館

♦[パネル展示]　没後50年　中谷宇吉郎をめぐる出来事
　今年は中谷宇吉郎博士の没後50周年にあたります。この間、
博士がどう評価されてきたのかなど、博士をめぐる出来事を紹
介します。　1月1日㈷～12月31日㈪

♦子ども雪博士教室「雪のふしぎ」【要予約】
　クイズや実験を交えて雪について学び、アイロンビーズで雪
のアクセサリーを作ります。
　14日㈯　10時～11時30分
　講　師：神田健三 館長
　対　象：小中学生　　定　員：20人

♦第6回雪のデザイン賞入選作品展
　一昨年12月から昨
年4月にかけて募集を
行った第6回雪のデザ
イン賞の入選作品を
展示します。
　2月14日㈫まで

●住所：潮津町イ106　☎75-3323　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　北前船の里資料館
♦ 季節の展示「新春の祝い」
　新春にふさわしく、
おめでたい文様の打
掛や帯、祝いの盃な
どを展示します。
　ほかにも、航海に
使われた道具や精巧
な和船の模型、船絵
馬など北前船に関す
るさまざまな資料を
展示しています。

　1月1日㈷～2月12
日㈰

☆ 1月15日㈰10時から、来館者にぜんざいを無料でお配りしま
す。先着100人までとなりますので、早めにお越しください。

●住所：橋立町イ乙1-1　☎75-1250　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

▲ 白綸子地鶴（しろりんずじつる）に扇面文縫取
打掛（せんめんもんぬいとりうちかけ）

▲ 湖東焼 青手古九谷写鳳凰文鉢（あお
てこくたにうつしほうおうもんはち）
〔井伊家伝来品・彦根城博物館蔵〕

▲  赤絵金彩龍図花瓶（あかえきんさいりゅうずか
びん）　浅井一毫（あさいいちもう）〔個人蔵〕

 錆絵龍杯洗 九鬼辰吉

▲

 卯花威二枚胴童具足（うのはなおどしにま
いどうわらべぐそく）
大聖寺藩14代藩主 前田利鬯（としか）所用

▲

▲第6回銀賞 white field 牧野広大（山形県西村山郡）
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▲ トラックのピストン輸送により排雪が続けられました

▲ 「自分たちの町は自分たちの手で」という愛町精神で、「市民ぐるみ除雪活動」が行われました

▲山代小学校では、運動場で雪の中、騎馬戦をして楽しみました

加賀市今昔写真集
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人　口 … 72,468人〔−57〕
　男…34,164人〔－16〕　女…38,304〔−41〕
   11月中の	 出生：50人	 転入：78人
  　人口異動	 死亡：65人	 転出：120人

世帯数 … 28,667世帯〔−6〕

▪12月1日現在：住民基本台帳から　〔先月比〕▶動く市政教室の参加者から「身近
にこんな素晴らしいところがあった
のか。知らなかった。」という感想
を何度か聞いたことがあります。加
賀市には歴史ある「加賀」の名前に
負けないだけの伝統と文化、景観な
どが残っています。また、そのほか
に、それらを支える素晴らしい加賀
市民もたくさんおられると思ってい
ます。今年もそういった加賀市の魅
力を市民の皆様に、広報を通じて発
信していきたいと思っています。
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※「広報かが」は、再生紙を利用しています。
　雑誌古紙として処理されれば再生可能です。

▶看護学校誓詞式で、学生1人1人が
自身の目指す看護師像を述べるの
を聞き、エリも新年を迎えるにあたっ
て何か目標を立てようと思いました。
しかし、考え始めると、どうしても
保守的になってしまいます。新しい
ことにチャレンジするとき、不安は
つきもの。 立ちすくんだときは「不
安と恐れを小脇に抱えて“やる”」と
いう佐藤英郞さ

んの言葉を借りて一歩
踏み出してみたいと思います。　エリ

*kouhou@city.kaga.lg.jp　:http://www.city.kaga.ishikawa.jp/

今月が納期です １月3１日㈪まで

市・県民税（4期分）、国民健康保険税（8期分）
後期高齢者医療保険料（10期分）、介護保険料（8期分）
上下水道使用料・保育料・市営住宅使用料（各月分）

昭和52年 52豪雪


